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全
米
日
系
人
博
物
館
（
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｍ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
市
）
は
、
15
日
に

発
表
さ
れ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
系
移

民
の
集
団
国
外
退
去
を
強
制
す

る
た
め
に
、１
７
９
８
年
の「
敵

性
外
国
人
法
」
を
適
用
す
る
大

統
領
令
を
非
難
す
る
声
明
文
を

発
表
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
米
国
が
戦
争

状
態
に
あ
る
国
々
や
米
国
を
侵

略
し
た
国
々
か
ら
の
人
々
の

国
外
退
去
を
認
め
る
も
の
で
、

１
９
４
１
年
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
が
こ
の
法
律
を
適
用

し
、
適
正
な
法
の
手
続
き
を
経

る
こ
と
な
く
、
司
法
省
の
収
容

所
に
日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
の
市
民
を
逮
捕
・
拘
留
し
た

根
拠
と
な
る
法
律
。
１
９
４
２

年
に
は
、
大
統
領
は
戦
時
権
限

の
範
囲
を
拡
大
し
て
「
大
統
領

令
９
０
６
６
号
」
を
発
令
し
、

12
万
５
０
０
０
人
以
上
の
日
系

ア
メ
リ
カ
人
の
強
制
収
容
に
つ

な
が
っ
た
。 

　

同
館
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の

連
邦
裁
判
所
に
ア
メ
リ
カ
自
由

人
権
協
会
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
と
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
・
フ
ォ
ー
ワ
ー
ド

の
弁
護
士
が
起
こ
し
た
訴
訟
を

注
視
し
て
い
る
。
米
国
地
方
裁

判
所
の
判
事
は
、
強
制
国
外
退

去
を
一
時
的
に
差
し
止
め
る
命

令
を
出
し
た
。 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
は
、

敵
性
外
国
人
法
の
廃
止
を
求
め

る
「
敵
で
は
な
く
隣
人
」
法
案

へ
の
支
持
を
改
め
て
表
明
。

　

ア
ン
・
バ
ロ
ウ
ズ
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ

館
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、「
敵
性
外

国
人
法
は
、
そ
の
文
言
の
通
り

差
別
的
な
も
の
だ
。
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
か
ら
の
侵
略
行
為
が
な
い
平

時
に
こ
の
法
律
が
発
動
さ
れ
る

こ
と
は
、
こ
の
法
律
自
体
に
違

反
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、

大
統
領
に
『
米
国
と
外
国
の
国

家
ま
た
は
政
府
と
の
間
に
宣
戦

布
告
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は

外
国
の
国
家
ま
た
は
政
府
が
米

国
領
土
に
対
し
て
侵
略
行
為
ま

た
は
略
奪
的
侵
入
行
為
を
実

行
、
企
て
、
ま
た
は
脅
迫
し
た

場
合
』
に
の
み
権
限
を
与
え
る

も
の
だ
。
法
の
執
行
と
司
法
制

度
は
、
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め

の
適
切
な
憲
法
上
の
手
段
で
あ

り
、
犯
罪
行
為
の
容
疑
者
は
、

出
身
国
を
理
由
に
正
当
な
手
続

き
を
拒
否
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。 

こ
の
布
告
は
、
中
国
人

排
斥
法
、
外
国
人
土
地
法
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
人
、

ド
イ
ツ
人
、
イ
タ
リ
ア
人
の
収

容
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
強
制

退
去
と
収
容
に
つ
な
が
っ
た
の

と
同
じ
危
険
な
暴
言
に
煽
ら
れ

た
も
の
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
決
し
て
ほ
か

の
人
々
に
繰
り
返
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
と
の
誓
い
の
も
と
設
立

さ
れ
た
。
し
か
し
今
日
の
出
来

事
は
こ
の
誓
い
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
私
た
ち
に
思
い
起

こ
さ
せ
る
。
も
は
や
歴
史
は
繰

り
返
さ
な
い
と
断
言
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
堅
持
し
、
歴
史
の
教
訓
を

守
り
、
そ
の
時
代
を
生
き
抜
い

た
人
々
の
声
を
増
幅
さ
せ
、
彼

ら
の
物
語
が
警
告
と
な
り
、
行

動
を
促
す
も
の
と
な
る
よ
う
努

め
る
こ
と
だ
」
と
声
明
文
の
中

で
述
べ
て
い
る
。　

　

全
米
日
系
人
博
物
館
（
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｍ
）
＝
１
９
８
５
年
設
立
。

ア
メ
リ
カ
の
民
族
的
・
文
化
的

多
様
性
へ
の
理
解
と
認
識
を
促

進
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
の
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー

地
区
に
位
置
す
る 

。
第
二
次

世
界
大
戦
中
の
日
系
人
の
強
制

収
容
の
苦
難
か
ら
得
た
教
訓
が

忘
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

公
民
権
の
擁
護
を
目
的
と
す
る

中
心
的
な
存
在
と
し
て
活
動
。

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
の
加
盟
館

で
「
ア
メ
リ
カ
の
文
化
財
」
に

も
選
ば
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
はjanm.org 

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
本
号
で
創
刊

１
０
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
本
号
を
無
事
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
ご
愛
読
い
た
だ

い
て
い
る
読
者
の
皆
様
、
ご
協
賛
い
た
だ
い
て

い
る
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜

物
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
紙

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
行
す
る
週
刊
邦
字
紙
と

し
て
米
国
に
住
む
日
本
人
を
主
な
対
象
と
し
、

教
育
、
就
労
ビ
ザ
、
社
会
問
題
、
文
化
、
経
済
、

そ
の
他
ア
メ
リ
カ
で
生
活
す
る
う
え
で
必
要
な

情
報
を
す
べ
て
独
自
取
材
で
構
成
し
伝
え
て
い

こ
う
と
い
う
主
旨
で
２
０
０
４
年
１
月
に
創
刊

し
ま
し
た
。
海
外
日
系
新
聞
放
送
協
会
に
米
国

東
海
岸
で
唯
一
の
加
盟
邦
字
新
聞
社
と
し
て
、

ま
た
、
日
本
の
国
立
国
会
図
書
館
、
東
京
都
立

中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
国
会
議
員
を
は
じ

め
一
般
利
用
者
が
閲
覧
で
き
る
海
外
邦
字
紙
と

し
て
、
紙
面
の
質
を
高
め
、
在
米
読
者
の
地
域

生
活
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
を
今
後
も
続
け
て

参
り
ま
す
。　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

本紙創刊1000 号を突破
在
米
邦
人
の
読
者
と
共
に
21
年

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
５
番
街
の
56
丁

目
、
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
の
正
面
で
週

６
日
、
日
中
に
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
マ
ス
ク
を
被
り
、
も
の

ま
ね
を
し
て
い
る
の
は
ニ
ー
ル
・
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
（
62
）。

　

過
去
６
年
間
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
仕
草
を
ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
表
現
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
る
観
光
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
時
に
は
車

道
に
出
て
交
通
整
理
の
も
の
ま
ね
を

し
た
り
、
信
号
待
ち
の
タ
ク
シ
ー
運

転
手
を
激
励
し
た
り
、
バ
ス
の
乗
り

降
り
客
に
挨
拶
し
た
り
と
忙
し
い
。

ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
前
で
厳
重
警
備
し

て
い
る
警
察
官
た
ち
も
、
今
で
は
諦

め
顔
で
静
観
し
て
い
る
。

　
（
３
月
14
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
の
戯お
ど
け
者

ニール・グリーンフィールドさん（62)

敵性外国人法を適用
集
団
国
外
退
去
を
強
制

全
米
日
系
人
博
物
館
が
非
難
声
明

大統領令

来
週
号
の
新
聞
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

３
月
は
発
行
日
の
土
曜
日
が
５
回
あ
る
た
め
、
29
日
号
は

４
月
５
日
号
と
の
合
併
号
に
な
り
ま
す
。
本
紙
は
月
４
回
発

行
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

v

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html?utm_source=qrcord&utm_medium=prod61494_z_2
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
janm.org


2025年（令和 7年）3月 22日（土） ［総　合］　　（2）

52

卵
チ
ャ
ー
ハ
ン

蒸
し
鶏
ネ
ギ
ソ
ー
ス
き
ゅ
う
り
和
え

ネ
ギ
ス
ー
プ

【
作
り
方
】　

1 

ボ
ー
ル
に
熱
々
ご
飯
を
入

れ
、
少
し
サ
ラ
ダ
油
と
卵
1
個

を
お
米
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
せ

る
よ
う
に
切
る
よ
う
に
混
ぜ
る
。

2 

サ
ラ
ダ
油
を
中
火
で
加
熱

さ
せ
、
熱
く
な
っ
た
ら
卵
3
個

を
入
れ
半
熟
に
な
る
ま
で
炒
め

る
。
そ
し
て
ご
飯
を
入
れ
卵
の

半
熟
の
ダ
マ
を
潰
し
な
が
ら
、

炒
め
る
。
お
米
が
パ
ラ
パ
ラ
に

な
り
ま
す
。

3 

塩
、
胡
椒
を
振
り
、
鶏
ガ

ラ
ス
ー
プ
の
素
小
さ
じ
1
を
加

え
、
青
ネ
ギ
、
焼
豚
を
入
れ
、

最
後
に
醤
油
を
少
々
入
れ
よ
く

混
ぜ
炒
め
る
。

【
作
り
方
】　

１ 

ジ
ッ
パ
ー
袋
に
、
鶏
の
胸

肉
、
Ａ
を
加
え
、
よ
く
揉
み
、

蓋
を
す
る
。

２ 

鍋
に
お
水
１
Ｌ
い
れ
、
ジ

ッ
パ
ー
袋
を
入
れ
中
火
で
、
沸

騰
し
た
ら
、蓋
を
し
火
を
止
め
、

10
分
蒸
ら
し
て
お
く
。
ボ
ー
ル

の
中
に
、
氷
水
を
用
意
し
て
急

激
に
冷
や
す
。
ジ
ュ
ー
シ
ー
に

仕
上
が
っ
た
鶏
を
、
一
口
大
に

切
る
。

３ 

き
ゅ
う
り
の
皮
を
ピ
ー
ラ

ー
で
む
き
、
両
サ
イ
ド
の
端
を

切
り
落
と
し
、
水
洗
い
し
、
包

丁
で
、
叩
き
、
断
面
に
亀
裂
が

入
っ
た
と
こ
ろ
を
4
等
分
に
切

り
、
塩
少
々
振
り
、
揉
む
、
胡

椒
も
少
し
加
え
最
後
に
ご
ま

油
、小
さ
じ
1
を
加
え
和
え
る
。

(

ネ
ギ
ソ
ー
ス)

１ 

ボ
ー
ル
に
、
ミ
ジ
ン
切
り

し
た
ネ
ギ
を
入
れ
、
生
姜
、
塩
、

和
風
中
華
「
佐
分
利
」
の
味
を
ご
家
庭
で
！

【材料】(2人前 )　
卵 4個、ご飯 2人前、青
ネギ、焼豚 (べーコンま
たはハム )、塩、胡椒、サ
ラダ油、醤油
鶏ガラスープの素

【材料】　
鶏の胸肉 300g
A)酒 50ml,塩、胡椒少々、生姜
1片、ネギ 1本 (5cm位 )きゅう
り 1本、塩、胡椒、ごま油
ネギソース :白ネギミジン切り
大さじ 4、生姜 (すりおろし )大
さじ 1,塩 ,砂糖小さじ 1、太白
ごま油大さじ 4、胡椒

【材料】　
牛のラードを煮たスープ、ミジン切
りした (白と青の両方 )ネギ、おろ
し生姜、ごま油、醤油、塩、胡椒、
鶏ガラスープの素、お酒

【
作
り
方
】　

　

牛
の
ラ
ー
ド
を
煮
た
ス
ー
プ

を
作
る
。

　

ス
ー
プ
が
煮
だ
し
た
ら
、
お

　

今
月
は
、
２
０
０
５
年
か
ら

11
年
間
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

和
風
中
華Saburi

（
佐
分
利
）

を
妻
の
加
茂
う
ら
ら(

元
タ
カ

ラ
ジ
ェ
ン
ヌ)

さ
ん
と
経
営
し

て
い
た
崔
（
さ
い
）
峻
シ
ェ
フ

に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
に
も
絶
賛
さ

れ
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
ニ
ュ

和風中華　Saburi
〒 601ー 0721

京都府南丹市美山町上平屋盆徳 5-2
(ふらっと美山付近 )

(070)1799-3780
SABURI(@wafu_chuka_saburi) • Instagram

砂
糖
を
加
え
、
箸
で
よ
く
混
ぜ

合
わ
せ
る
。

２ 

太
白
ご
ま
油
を
、
火
に
か

け
、
１
７
０
度
か
ら
１
８
０
度

に
す
る
。
そ
し
て
1
の
中
に
3

回
。に
分
け
て
、入
れ
、混
ぜ
る
。

こ
の
ソ
ー
ス
は
、
冷
蔵
庫
で
５

日
間
保
存
で
き
、
チ
ャ
ー
ハ
ン

な
ど
に
か
け
て
も
お
楽
し
み
頂

け
ま
す
。

　

き
ゅ
う
り
和
え
物
の
上
に
、

蒸
し
鶏
、
ネ
ギ
ソ
ー
ス
を
か
け

て
、
出
来
上
が
り
。

ー
ヨ
ー
カ
ー
か
ら
も
愛
さ
れ
て

い
た
味
、
現
在
は
、
京
都
府
美

山
町
に
立
派
な
お
店
を
構
え
て

い
て
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
御
用
達

の
店
と
し
て
人
気
だ
そ
う
で

す
。
今
回
は
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
ネ

ギ
ス
ー
プ
、
蒸
し
鶏
ネ
ギ
ソ
ー

ス
き
ゅ
う
り
和
え
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ろ
し
生
姜
、
醤
油
、
お
酒
、
鶏

ガ
ラ
ス
ー
プ
の
素
、
塩
、
胡
椒

を
加
え
る
。

　

ス
ー
プ
椀
に
、
ネ
ギ
、
ご
ま

油
を
入
れ
て
、
暖
か
い
ス
ー
プ

を
入
れ
て
混
ぜ
た
ら
、
出
来
上

が
り
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
https://www.instagram.com/wafu_chuka_saburi
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京
都
を
拠
点
に
音
楽
公
演
を

行
う
Ｎ
音
楽
企
画
は
、
４
月
12

日
（
土
）
午
後
８
時
か
ら
、
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
・
ワ
イ
ル
リ

サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
（
７
番
街
と

57
丁
目
の
角
）
で
「
福
井
麻
衣

×
中
西
聖
嗣
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ

ル
」
を
開
催
す
る
。
こ
の
企
画

は
元
々
別
の
主
催
者
と
出
演
者

に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
て
い
た
コ

ン
サ
ー
ト
が
突
然
開
催
不
能
と

な
っ
た
が
、
予
約
枠
を
引
き
継

ぎ
、
準
備
期
間
１
か
月
と
い
う

時
間
的
制
約
で
公
演
の
成
功
を

目
指
す
も
の
。

　

出
演
は
同
団
体
の
代
表
で
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
中
西
聖
嗣
と
ハ
ー

ピ
ス
ト
の
福
井
麻
衣
。
中
西
は

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
活
動
す
る
傍
ら
、
イ
ェ
ー

ル
大
学
医
学
部
で
遺
伝
子
学
の

研
究
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
福

井
は
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
で

学
び
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
際
ハ
ー

プ
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
入
賞
し

て
い
る
。
公
演
の
テ
ー
マ
は

「
対
話
」。
前
半
は
ハ
ー
プ
と
ピ

ア
ノ
の
ソ
ロ
で
そ
れ
ぞ
れ
の

「
幻
想
の
世
界
」
を
描
く
。
後

半
は
実
験
的
な
取
り
組
み
と
し

て「
ハ
ー
プ
と
ピ
ア
ノ
の
対
話
」

を
試
み
る
。
最
後
は
作
曲
家
・

一
柳
慧
が
作
曲
し
た
、
ハ
ー
プ

と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の「
夏
の
花
」

を
演
奏
す
る
。

　

入
場
料
は
一
般
50
ド
ル
、 

学
生
30
ド
ル
。
問
い
合
わ

せ
は
Ｅ
メ
ー
ルconcert.

projects.wtc@gmail.com

ま
で
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.carnegiehall.org/
Calendar/2025/04/12/
M
ai-Fukui-Harp-Seiji-

Nakanishi-Piano-0800PM 

を
参
照
す
る
。

福井麻衣   中西聖嗣 

　

池
坊
（
い
け
の
ぼ
う
）
に
よ

る
生
花
展
「Ikebana Flower  

Exhibition

」が
4
月
３
日（
木
）

か
ら
６
日
（
日
）
ま
で
、
プ
リ

ン
ス
・
キ
タ
ノ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
（
パ
ー
ク
街
66
番
地
、
38
丁

目
の
角
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

春
の
息
吹
と
自
然
の
は
か
な
い

美
し
さ
を
表
現
し
た
生
け
花
が

展
示
さ
れ
る
。
入
場
無
料
。
時

間
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
７

時
、
最
終
日
の
６
日
は
午
後
５

時
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://ikenobonyc.org/
exhibition/

を
参
照
す
る
。

池
坊
の
生
花
展

プリンス・キタノNYで

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

久
住
（
く
ず
み
）
真
理
子
の

個
展
「Backyard Beings & 

Beyond

」
が
４
月
２
日
（
水
）

か
ら
5
月
12
日
（
月
）
ま
で
、

金
融
街
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
（
メ
イ
デ
ン
レ
ー

ン
80
番
地
14
階
）
で
開
催
さ
れ

る
。
同
展
の
テ
ー
マ
は
「
生
き

生
き
」‒ Lively moments

。

動
物
や
鳥
た
ち
の
生
き
る
瞬
間

を
遊
心
や
気
軽
さ
を
込
め
て
銅

版
画
で
表
現
。
会
場
で
は
新
作

含
め
た
小
品
を
中
心
に
17
点
が

展
示
さ
れ
る
。
4
月
２
日（
水
）

午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://artspheres.org

を
参
照
す
る
。

1. Five snails, 
2025, Etching, 
4.5"H x 9"W
2. Camels, 2025, 
Etching, 4"H x 
3"W

テーマは生き生き

久住真理子個展

４
月
２
日
か
ら
開
催

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ企画展「 ニッポン・コーヒーカッ
プ物語 - アメリカ人がニッポンと呼んで愛し
たコーヒーカップ」& ギャラリートーク

 　　　

（左）加藤春光、上絵人物窓絵デミタスカップ、明治、瀬戸

 3月 28日（金）から 4月 24日（木）まで、「ニッ
ポン・コーヒーカップ物語」展を、7階日本ギャ
ラリーにて開催します。本展では、明治から昭和
にかけてアメリカへ輸出された約 50点のコーヒー
カップと、数点のセットを展示します。また、「ギャ
ラリートーク」を 3月 29日（土）2PMより開催。
本展監修の井谷善惠博士（写真右）とともに、展
示作品を鑑賞しながら、日本の磁器が 19世紀末か
ら 20世紀初頭にかけて、アメリカ市場でどのよう
に広まり、愛されたのか、その背景についてお話
を伺います。参加無料（要登録）。参加ご希望の方
は gallery@nipponclub.org までご連絡ください。

■日本ギャラリー「明治大正以降の日本美術に於け
る優美な技」展 

 7階日本ギャラリーにて、3月 21日（金）まで開
催中（10AM～ 6PM）。明治・大正以降の帝室技芸
員や人間国宝による、卓越した技が生み出す珠玉
の名品ぜひご鑑賞ください。

■カルチャー講座【オンライン・プライベート
レッスン】「スキンケアレッスン」「メイクレッ
スン」   

 レッスン前にご希望などをしっかり伺い、60分の
オリジナルプライべートレッスンをご用意いたし
ます。日時は平日（木曜除く）、7:00～ 9:30PM（米
国東部時間）の間でご相談、レッスン料は $55（60
分）。学びたいこと・お悩み解消法を解説しなが
ら、一緒に実践します。お問い合わせは culture@
nipponclub.orgまで。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org

４月12日カーネギーホール
ハープ & ピアノ デュオリサイタル

http://jaany.org/
https://www.instagram.com/hi_collar/
http://shinbashi72.com/
https://e-kaigo.net/
https://www.takesushi.us/
https://www.yoobalancetherapy.com/
tel:2122136069
http://hinomaru-limo.com
mailto:projects.wtc@gmail.com
mailto:projects.wtc@gmail.com
mailto:projects.wtc@gmail.com
mailto:projects.wtc@gmail.com
https://artspheres.org
https://artspheres.org
https://artspheres.org
https://www.carnegiehall.org/Calendar/2025/04/12/Mai-Fukui-Harp-Seiji-Nakanishi-Piano-0800PM
https://ikenobonyc.org/exhibition/
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ニューヨークの水道水
美味しさは北米トップ

　

掲
示
板
型
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス

の
レ
デ
ィ
ッ
ト
を
利
用
し
た
調

査
で
、
Ｎ
Ｙ
市
の
水
道
水
は
北

米
で
最
も
評
価
が
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
旅
行
保
険
会
社
オ

ー
ル
ク
リ
ア
は
レ
デ
ィ
ッ
ト
上

の
約
２
０
０
０
件
の
投
稿
を
基

に
、
世
界
各
地
の
水
道
水
の
美

味
し
さ
に
関
す
る
意
見
を
分

析
。
同
社
は
「
北
米
の
水
道
水

に
関
す
る
ス
レ
ッ
ド
の
な
か
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
Ｎ
Ｙ
市

で
、
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
が
水
源
の

水
道
水
は
世
界
で
最
高
だ
と
い

う
地
元
民
の
思
い
が
強
い
」
と

し
「
多
く
は
、
同
市
を
象
徴
す

る
美
味
し
い
ピ
ザ
や
ベ
ー
グ
ル

は
こ
の
水
道
水
の
お
陰
だ
と
投

稿
し
て
い
る
。
同
市
を
訪
れ
た

旅
行
者
が
水
道
水
の
美
味
し
さ

に
驚
い
た
と
い
う
投
稿
も
多

い
」
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
北
米
で
評
価
が
高
か
っ
た
の

は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
が
水
源
の
コ

ロ
ラ
ド
州
、
ミ
シ
ガ
ン
湖
が
水

源
の
ミ
シ
ガ
ン
州
、
ア
ラ
ス
カ

州
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
、
ル
イ
ジ
ア

ナ
州
バ
ト
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
、
カ

ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
州
と
な
っ
た
。

　

欧
州
の
１
位
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
、次
い
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
。
選
外

で
は
、
投
稿
数
が
少
な
い
も
の

の
ロ
ー
マ
の
噴
水
ほ
か
英
国
ヨ

ー
ク
シ
ャ
ー
や
チ
リ
の
パ
タ
ゴ

ニ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
領
ア
ル
バ
、
ネ
パ
ー
ル
、
オ

ラ
ン
ダ
そ
し
て
日
本
の
水
道
水

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
海

外
渡
航
先
で
の
飲
料
水
の
注

意
点
も
解
説
し
て
い
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.allcleartravel.co.uk/
blog/the-best-tasting-tap-
water-in-the-world/

を
参
照

す
る
。

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　
今
回
は
、
最
新
の
ア
メ
リ
カ

大
使
館
で
の
非
移
民
ビ
ザ
面
接

規
則
お
よ
び
移
民
局
の
ビ
ザ
申

請
で
の
要
求
書
類
の
変
更
点
を

お
伝
え
し
ま
す
。

〈
ビ
ザ
面
接
規
則
の
変
更
〉

　

２
０
２
３
年
に
ア
メ
リ
カ
大

使
館
で
は
、
ビ
ザ
更
新
や
延
長

申
請
で
、
異
な
る
ビ
ザ
か
ら
の

更
新
申
請
で
も
、
ビ
ザ
が
切
れ

て
か
ら
48
か
月
、
つ
ま
り
４
年

以
内
な
ら
ば
郵
送
で
の
申
請
を

可
能
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
私

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
方
々
の
中

ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
非
移
民
ビ
ザ
面
接
規
則

と
移
民
局
の
ビ
ザ
申
請
要
求
書
類
の
変
更

に
も
Ｆ-

１
ビ
ザ
か
ら
Ｏ-

１

ビ
ザ
、
ま
た
は
Ｊ-

１
ビ
ザ
か

ら
Ｉ
ビ
ザ
の
申
請
を
ア
メ
リ
カ

大
使
館
で
の
面
接
を
せ
ず
に
、

郵
送
で
の
ビ
ザ
申
請
を
依
頼
し

て
ビ
ザ
を
発
行
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
何
名
も
の
方
々

が
、
日
本
に
到
着
後
に
郵
便
局

に
て
、
日
本
郵
送
の
レ
タ
ー
パ

ッ
ク
に
パ
ス
ポ
ー
ト
と
必
要
書

類
を
同
封
し
、
ア
メ
リ
カ
大
使

館
ま
た
は
領
事
館
に
ビ
ザ
申
請

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
寛
大

な
規
則
は
今
年
の
２
月
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
新
規
則
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
）
前
回
の
ビ
ザ
が
切
れ
て

か
ら
12
か
月
以
内
で
あ
る
こ

と
。
こ
こ
が
大
き
く
変
わ
っ
た

点
で
す
。

（
２
）
前
回
の
ビ
ザ
と
同
じ
種

類
の
ビ
ザ
の
更
新
、
ま
た
は
延

長
で
あ
る
こ
と
。
こ
こ
も
以
前

と
大
き
く
変
わ
っ
た
点
で
す
。

（
３
）
郵
送
を
希
望
す
る
ビ
ザ

申
請
者
が
日
本
に
滞
在
し
て
い

る
こ
と
。

　

日
本
に
帰
国
す
る
の
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
米
国
や
日
本

以
外
の
国
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
を

在
日
米
国
大
使
館
や
領
事
館
に

送
付
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
は
以
前

と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
４
）
前
回
ビ
ザ
申
請
を
し
た

大
使
館
や
領
事
館
と
今
回
の
郵

送
申
請
が
同
じ
場
所
で
あ
る
こ

と
。

　

た
と
え
ば
前
回
ビ
ザ
申
請
を

し
た
場
所
が
カ
ナ
ダ
の
米
国
大

使
館
で
、
今
回
ビ
ザ
申
請
を
日

本
の
米
国
大
使
館
と
希
望
し
て

も
郵
送
で
は
受
け
付
け
て
く
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
じ
日
本
国

内
で
あ
っ
て
も
前
回
ビ
ザ
申
請

し
た
場
所
が
、
今
回
ビ
ザ
申
請

す
る
場
所
と
同
じ
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
も
以
前

と
同
じ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
パ
ス

ポ
ー
ト
に
貼
っ
て
あ
る
ビ
ザ
が

切
れ
て
か
ら
１
年
以
上
た
っ
て

い
た
り
、
違
う
ビ
ザ
か
ら
の
ビ

ザ
申
請
の
場
合
は
、
た
と
え
ビ

ザ
が
切
れ
て
か
ら
12
か
月
未
満

で
あ
っ
た
と
し
て
も
大
使
館
ま

た
は
領
事
館
で
面
接
を
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

〈
ビ
ザ
申
請
書
類
の
変
更
点
〉

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
移
民
局
で

は
、
ビ
ザ
の
更
新
、
延
長
に
関

し
て
ビ
ザ
申
請
時
ま
で
の
ア
メ

リ
カ
で
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す

書
類
と
し
て
、
申
請
時
か
ら
遡

っ
て
２
か
月
間
の
給
与
明
細
ま

た
は
報
酬
を
示
す
書
類
を
要
求

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
の
１
月
ま
で
は
、
ス
テ
ー
タ

ス
を
示
す
書
類
は
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
ビ
ザ
、
Ｉ- 

94
の
コ
ピ
ー

で
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
２
月

以
降
は
就
労
ビ
ザ
の
更
新
、
延

長
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
３
点
以

外
に
就
労
し
て
い
る
雇
用
者
か

ら
の
報
酬
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ

国
内
で
収
入
を
得
て
活
動
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で

す
。
ま
た
、
幾
つ
か
の
雇
用
者

の
も
と
で
働
く
こ
と
が
許
可
さ

れ
て
い
る
Ｏ-

１
ビ
ザ
な
ど
以

外
の
ビ
ザ
受
給
者
は
、
ビ
ザ
申

請
者
で
あ
る
雇
用
者
以
外
で
は

就
労
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
他
の
雇
用
者
の
仕
事

を
す
る
場
合
や
、
雇
用
者
を
変

更
す
る
場
合
は
、
再
度
ビ
ザ
申

請
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
移
民
局
に
許
可
な
く
就
労

す
る
こ
と
を
取
り
締
ま
る
意
味

で
も
、
雇
用
者
か
ら
の
報
酬
を

示
す
書
類
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

女性の人権日本まだまだ

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
、
今
年
初
め
に
提
案

し
た
コ
ロ
ナ
禍
後
の
食
料
品
等

の
値
上
が
り
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
が
イ
ン
フ
レ
下
で
感
じ
て

い
る
痛
み
に
対
す
る
プ
ラ
ン
が

可
決
さ
れ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な

る
と
報
告
し
た
。

・
８
６
０
万
人
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
最
高
５
０
０
ド
ル
の
イ

ン
フ
レ
払
い
戻
し
給
付
金
を
送

る
。

・
中
間
所
得
層
の
大
幅
減
税
を

実
施
し
、
税
率
を
過
去
70
年
間

で
最
低
水
準
ま
で
引
き
下
げ

る
。

・
子
ど
も
税
額
控
除
を
増
額

し
、
子
ど
も
1
人
に
つ
き
最
高

１
０
０
０
ド
ル
（
現
在
の
最
高

額
の
3
倍
）を
親
に
給
付
す
る
。

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
全
生
徒
を

対
象
に
、
学
校
の
朝
食
と
昼
食

を
無
料
に
す
る
。

・
需
要
の
高
い
分
野
へ
の
進
学

を
目
指
す
成
人
学
習
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
を
無
料
に

す
る
。

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ケ
ア

へ
の
道
筋
を
つ
け
る
。

ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事

給
付
金
送
付
案
を
発
表

後藤氏 伊藤氏 三浦氏 小林氏
　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ビ
ジ
ネ
ス
ウ

ー
マ
ン
の
会（
石
田
圭
子
会
長
）

と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
ナ
ウ
共

催
の
講
演
会
「
変
わ
れ
る
の

か
？
日
本
社
会
の
女
性
へ
の
人

権
意
識
」
が
３
月
12
日
夕
、
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　

元
タ
レ
ン
ト
の
中
居
正
広
氏

と
フ
ジ
テ
レ
ビ
女
性
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
の
性
的
ト
ラ
ブ
ル
問
題

か
ら
テ
レ
ビ
業
界
で
働
く
女
性

が
「
性
的
対
象
」
と
し
て
扱
わ

れ
、
人
権
意
識
の
欠
如
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
女

性
を
取
り
巻
く
日
本
の
現
状
を

人
権
問
題
、
刑
法
な
ど
に
詳
し

い
３
人
の
専
門
家
が
解
説
し

た
。
講
師
は
、伊
藤
和
子
氏（
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
ナ
ウ
副
理
事

長
・
ミ
モ
ザ
の
森
法
律
事
務

所
）、
後
藤
弘
子
氏
（
千
葉
大

学
理
事
・
副
学
長
）、
三
浦
ま

り
氏
（
上
智
大
学
教
授
）。
モ

デ
レ
ー
タ
ー
は
日
本
と
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
弁
護
士
資
格
を
持
つ
小
林

陽
子
氏
が
務
め
た
。

　

後
藤
氏
は
「
性
を
蹂
躙
（
じ

ゅ
う
り
ん
）
さ
れ
な
い
こ
と
が

基
本
的
人
権
だ
」と
述
べ
て「
同

意
の
な
い
性
交
渉
は
許
さ
れ
な

い
」
と
語
っ
た
。
伊
藤
弁
護
士

は
、「
２
０
２
３
年
に
刑
法
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前

進
」
と
述
べ
「
こ
れ
ま
で
司
法

か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
被
害

が
、
法
的
救
済
と
処
罰
の
射
程

範
囲
に
位
置
付
け
ら
れ
た
意
義

は
大
き
い
」と
語
っ
た
。
ま
た
、

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
問
題
を
受
け
て
テ

レ
ビ
局
は
横
並
び
で
人
権
方
針

を
採
択
し
た
が
、
そ
の
実
施
体

制
や
プ
ロ
セ
ス
が
不
明
で
、
何

を
や
っ
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
ら
ず
「
絵
に
描
い
た
餅

で
人
権
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
だ
」
と
非

難
し
た
。

　

三
浦
氏
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

言
動
の
典
型
例
を
紹
介
。
ま
た

日
本
に
お
け
る
限
定
さ
れ
た
避

妊
・
中
絶
手
段
に
も
触
れ
、
薬

局
な
ど
で
緊
急
避
妊
ピ
ル
が
入

手
で
き
な
い
た
め
、
夜
間
の
病

院
拠
点
型
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
の
主
要
な
仕
事
に
な
っ

て
い
る
。
経
口
中
絶
は
認
可
さ

れ
た
が
日
本
で
は
入
院
が
必
要

で
薬
の
価
格
も
手
術
と
変
わ
ら

ず
女
性
に
と
っ
て
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
手
段
で
な
い
こ
と
な
ど

を
指
摘
。「
派
遣
先
の
米
国
の

大
学
の
女
性
ト
イ
レ
に
は
緊
急

避
妊
ピ
ル
が
山
積
み
に
置
か
れ

て
い
て
日
米
の
差
を
感
じ
た
」

と
報
告
し
た
。
日
本
に
お
け
る

緊
急
避
妊
ピ
ル
の
入
手
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
理
由
に
賛
否
両
論
が

あ
る
な
か
で
も
基
本
的
に
は
被

害
者
救
済
を
優
先
す
べ
き
と
の

考
え
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

窺
わ
せ
た
講
演
会
と
な
っ
た
。

キャッツキルの水源、コロラドに匹敵

日本における性差別や被害状況を女性の人権の立場から語る３講師

https://www.maxjob.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.allcleartravel.co.uk/blog/the-best-tasting-tap-water-in-the-world/
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自
動
車
衝
突
事
故
で
歩
行
者

の
死
亡
率
が
最
も
高
か
っ
た
の

は
Ｎ
Ｊ
州
だ
っ
た
こ
と
が
、
米

国
運
輸
省
道
路
交
通
安
全
局

（
Ｎ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
が
公
表
し
た

最
新
の
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
た
。

　

同
局
に
よ
る
と
、
２
０
１
８

年
〜
22
年
に
Ｎ
Ｊ
州
で
発
生

し
た
自
動
車
衝
突
死
亡
事
故

２
９
０
１
件
の
う
ち
歩
行
者
が

犠
牲
に
な
っ
た
の
は
31
・
５
％

に
当
た
る
９
１
５
件
だ
っ
た
。

特
に
昨
年
は
１
年
間
だ
け
で
も

２
２
１
件
発
生
し
、
過
去
36
年

間
で
最
も
高
く
23
年
比
で
29
％

増
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｊ
州
警
は
歩
行

者
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、
車
両

運
転
手
の
飲
酒
、
大
麻
ほ
か
麻

薬
類
の
摂
取
が
近
年
急
増
し
て

い
る
こ
と
も
原
因
と
伝
え
て
い

る
。
同
報
告
を
受
け
フ
ィ
ル
・

マ
ー
フ
ィ
ー
Ｎ
Ｊ
州
知
事
は
今

年
１
月
、
交
通
事
故
が
原
因
の

無
用
な
死
や
重
体
を
40
年
ま
で

に
撲
滅
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

13
人
で
構
成
す
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
委
員
会
の
設
立
す
る

法
案
に
署
名
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
の
同
期
間
の
自
動
車

死
亡
事
故
は
４
９
５
０
件
で
、

歩
行
者
の
犠
牲
は
１
３
６
７
件

で
、
危
険
率
は
27
・
６
％
と
全

国
で
４
位
だ
っ
た
。
一
方
歩
行

者
の
安
全
が
最
も
保
た
れ
て
い

た
の
は
、
歩
行
者
死
亡
率
が
55

件
中
41
件
で
７
・
４
％
の
ワ
イ

オ
ミ
ン
グ
州
だ
っ
た
。

200

　

と
う
と
う
コ
ラ
ム
連
載

２
０
０
回
目
を
迎
え
ま
し
た
！

長
期
連
載
い
た
だ
け
て
い
る
こ

と
は
、
皆
さ
ん
も
「
日
本
の
介

護
事
情
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
」

「
将
来
は
ア
メ
リ
カ
に
残
る
方

が
い
い
の
か
帰
国
か
」「
こ
こ

に
残
さ
れ
た
子
供
達
は
ど
う
な

る
の
？
」「
日
本
の
親
が
気
に

な
る
」
な
ど
、
い
ろ
ん
な
事
情

が
あ
っ
て
本
紙
を
購
読
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

本
紙
も
な
ん
と
１
０
０
０
号
記

念
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
大
谷

由
里
子
さ
ん
の
「
コ
コ
ロ
の
元

気
の
つ
く
り
方
」
も
も
う
す
ぐ

３
０
０
回
目
と
の
こ
と
。
ま
さ

に
お
祝
い
づ
く
し
で
す
！

　

そ
こ
で
、
私
、
日
系
人
会
さ

ん
で
６
年
ぶ
り
に
Ｎ
Ｙ
で
の
セ

ミ
ナ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。（
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
も
可
能
）
こ
れ
を
機

に
３
月
25
日
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
！

　

さ
て
、
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
概

略
は
、
次
の
よ
う
な
話
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

（
１
）
日
米
の
介
護
事
情
か
ら

考
え
る
「
帰
国
決
断
」
と
は

　

日
本
で
は
介
護
保
険
制
度
に

よ
り
、
利
用
者
は
原
則
と
し
て

費
用
の
１
〜
３
割
を
負
担
す
る

だ
け
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
ア

メ
リ
カ
に
は
公
的
な
介
護
保
険

制
度
が
な
い
よ
う
で
、
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
と
い
う
低
所
得
者
向
け

の
医
療
扶
助
を
利
用
す
る
か
、

高
額
な
民
間
の
長
期
介
護
保
険

に
加
入
す
る
か
、
全
額
自
己
負

担
と
な
る
。
く
ら
い
し
か
知
ら

な
い
の
で
、
ご
存
じ
の
方
に
情

報
い
た
だ
く
こ
と
も
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

日
本
に
帰
国
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ま
へ

そ
の
代
わ
り
日
本
の
制
度
は
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
お
伝
え
し
ま
す
。

例
：
長
年
日
本
の
介
護
年
金
な

ん
て
払
っ
て
な
い
け
ど
急
に
帰

国
し
て
介
護
な
ん
て
受
け
ら
れ

る
の
？
↓
は
い
。
受
け
ら
れ
ま

す
。

（
２
）
日
米
の
費
用
面
の
だ
い

た
い
の
比
較

　

ア
メ
リ
カ
の
ナ
ー
シ
ン

グ
ホ
ー
ム
は
月
額
約
70
〜

１
０
０
万
円
（
年
間
８
４
０
〜

１
２
０
０
万
円
）
か
か
る
の
に

対
し
、
日
本
で
は
介
護
保
険
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
要
介
護
３

の
方
で
在
宅
介
護
な
ら
月
額
約

12
万
円
、
施
設
入
居
で
も
月

額
約
15
万
円
程
度
で
す
。
20

年
間
の
介
護
費
用
総
額
を
比

較
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は

２
０
０
０
万
円
〜
１
億
円
以
上

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
対

し
、
日
本
で
は
５
０
０
万
円
〜

１
５
０
０
万
円
程
度
と
大
き
な

差
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
も
し
、
日
本
に
帰
国
す

る
な
ら
い
つ
が
い
い
か

　

２
０
２
５
年
〜
２
０
３
０
年

の
帰
国
が
ベ
ス
ト
だ
と
判
断
し

ま
す
。
理
由
は
次
の
通
り
。

・
現
時
点
で
、
日
本
は
超
高
齢

社
会
の
対
応
に
お
い
て
世
界
最

先
端
で
介
護
体
制
が
整
っ
て
い

る
。

・
ま
だ
色
々
と
判
断
が
で
き
る

う
ち
に
帰
国
し
て
お
い
た
方
が

環
境
に
馴
染
み
や
す
い
。

・
健
康
な
う
ち
に
帰
国
し
て
医

療
・
介
護
制
度
を
熟
知
し
て
お

い
た
方
が
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が

で
き
る
。

（
４
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
遠
隔
介
護

　

そ
れ
で
も
、
ま
だ
帰
国
に
は

早
い
が
、
遠
く
離
れ
た
親
が
心

配
。
そ
ん
な
時
、
日
本
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
の
主
な

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
誰
？

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
（
ど
ん
な
こ
と
も
最
初
の
相

談
窓
口
は
こ
こ
）

・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

・
主
治
医
（
ま
だ
日
本
で
は
主

治
医
が
い
な
い
高
齢
者
も
多

い
）

・
民
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

・
市
区
町
村
の
高
齢
者
福
祉
課

の
窓
口
（
こ
こ
は
あ
ま
り
期
待

し
な
い
方
が
い
い
。
前
述
の
紹

介
を
さ
れ
る
ば
か
り
。
た
ら
い

回
し
に
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
：

西
村
体
験
に
よ
る
主
観
で
す

が
）

　

そ
し
て
、
遠
隔
介
護
を
す
る

場
合
に
、
現
在
の
文
明
の
利
器

を
使
わ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ

ん
。ス
マ
ー
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

ス
マ
ー
ト
リ
モ
コ
ン
、
見
守
り

カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
付
き
見
守

り
シ
ス
テ
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
機
器
が
有
用
で
す
。

（
５
）
日
本
の
施
設
契
約
時
の

注
意
点

　

日
本
の
介
護
施
設
と
契
約
す

る
際
は
、
次
の
点
に
注
意
が
必

要
で
す
：

・
重
要
事
項
説
明
書
の
内
容
確

認
（
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
医
療
支

援
体
制
な
ど
）

・
費
用
体
系
の
詳
細
確
認
（
入

居
一
時
金
、
月
額
費
用
、
介
護

度
上
昇
時
の
追
加
費
用
な
ど
）

・
契
約
解
除
・
退
去
条
件
の
確

認・
医
療
・
看
護
体
制
の
確
認

（
６
）
将
来
の
子
供
達
（
今
ま

だ
高
校
生
の
場
合
）
へ
の
期
待

に
つ
い
て

　

子
供
に
対
す
る
老
後
や
介
護

へ
の
期
待
よ
り
も
、
や
は
り
自

分
の
余
力
が
あ
る
う
ち
に
「
自

助
」
を
中
心
に
考
え
、
子
供
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
補

完
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
る

の
が
現
実
的
で
す
。
そ
れ
で

も
、
や
は
り
子
供
た
ち
に
は
情

緒
的
・
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
、
緊

急
時
の
対
応
、
意
思
決
定
の
支

援
な
ど
は
期
待
し
た
い
で
す
よ

ね
。
で
も
、
こ
こ
は
し
っ
か
り

と
「
介
護
の
主
体
は
専
門
サ
ー

ビ
ス
に
委
ね
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
で
、
子
ど
も
へ
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
方
が
い

い
関
係
性
は
維
持
で
き
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
子

供
達
に
も
、こ
こ
は
真
剣
に「
親

の
心
配
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
の
も
本
音
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
子
供
達
に
も
セ
ミ
ナ

ー
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
な
あ

と
西
村
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
申
し
込

み
は
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org

、
ま
た
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２

（
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
）
ま
で
。

　

で
は
、
３
月
25
日
に
！
祝
！

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
発
刊
１
０
０
０

号
へ
の
お
祝
い
も
込
め
て
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

ダ
ー
判
事
は
、
試
用
期
間
中
の

職
員
の
解
雇
は
正
当
な
理
由
だ

と
す
る
政
府
の
主
張
は
「
ほ
と

ん
ど
根
拠
の
な
い
も
の
」
と
断

じ
、
解
雇
さ
れ
た
職
員
の
復
職

を
命
じ
た
。

　

ど
ち
ら
の
命
令
も
訴
訟
の
最

終
決
定
で
は
な
い
。
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
レ

ビ
ッ
ト
報
道
官
は
13
日
、
地
裁

に
決
定
を
下
す
権
限
は
な
い
と

し
、争
う
構
え
を
示
し
た
。「
大

統
領
に
は
行
政
府
全
体
の
権
限

を
行
使
す
る
職
権
が
あ
り
、
一

地
裁
判
事
が
大
統
領
の
政
策
を

阻
止
す
る
た
め
に
司
法
全
体
の

権
限
を
乱
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
述
べ
た
。

　

人
事
管
理
局
は
先
月
２
月
14

日
、「
業
務
上
不
可
欠
で
は
な

い
試
用
期
間
中
の
職
員
の
解

雇
」
を
各
政
府
機
関
に
指
示
し

た
。
試
用
期
間
中
の
職
員
は
約

20
万
人
に
上
り
、
多
く
は
勤
務

歴
が
１
年
未
満
。
す
で
に
多
数

が
解
雇
さ
れ
て
い
る
。

だ
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
同
日
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

州
の
連
邦
地
方
裁
判
所
は
教
育

省
な
ど
18
の
機
関
で
計
画
さ
れ

て
い
る
「
人
員
削
減
」
を
政
府

が
実
行
す
る
こ
と
を
一
時
的
に

差
し
止
め
た
。
19
州
の
司
法
長

官
ら
が
起
こ
し
た
訴
訟
に
対
す

る
も
の
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
レ

た
と
し
、
国
防
総
省
、
退
役
軍

人
省
、
農
務
省
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
、
内
務
省
、
財
務
省
の
６
機

関
の
数
千
人
を
復
職
さ
せ
る
よ

う
命
じ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア

ル
サ
ッ
プ
判
事
は
「
政
府
が
優

秀
な
職
員
を
解
雇
し
た
。
虚
偽

と
承
知
し
な
が
ら
業
務
遂
行
能

力
が
理
由
だ
と
し
て
お
り
遺
憾

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
大
統
領
令

に
基
づ
き
進
め
て
い
る
連
邦
政

府
職
員
の
大
量
解
雇
に
対
し
、

裁
判
所
が
相
次
ぎ
待
っ
た
を
か

け
る
動
き
が
続
い
て
い
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
連
邦

地
裁
は
13
日
、
連
邦
人
事
管
理

局
（
Ｏ
Ｐ
Ｍ
）
が
試
用
期
間
中

の
職
員
を
不
当
に
大
量
解
雇
し

連
邦
職
員
解
雇
は
不
当

複
数
の
地
裁
が
復
職
を
命
令

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
政
策
を
大

幅
に
変
え
る
と
と
も
に
、
政
府

が
使
用
す
る
文
言
も
大
き
く
変

更
し
て
い
る
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
３
月
７
日
付
電
子
版

は
政
府
機
関
は
制
限
ま
た
は
回

避
す
べ
き
約
２
０
０
語
の
用
語

を
指
定
し
て
い
る
と
し
て
「
ト

ラ
ン
プ
政
権
で
消
え
つ
つ
あ
る

言
葉
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載

し
た
。
政
府
の
メ
モ
や
政
府
機

関
作
成
の
公
式
あ
る
い
は
非
公

式
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
そ
の
ほ
か

タ
イ
ム
ズ
の
記
者
が
調
べ
た
政

府
関
係
文
書
を
も
と
に
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
た
と
い
う
。

　

ま
ず
目
立
つ
の
は
、
Ｄ
Ｅ

Ｉ
と
呼
ば
れ
るDiversity

（
多
様
性
）、Equity

（
公

平
性
）、Inclusion

（
包
括

性
）
に
関
連
す
る
言
葉
。
次

にdiscrim
ination

（
差

別
）
な
ど
社
会
的
不
平
等
に

関
連
す
る
も
の
で
、gender 

identity
（
性
同
一
性
）、

transgender
（
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
）
な
ど
ジ
ェ
ン
ダ
ー

関
連
やrace
（
人
種
）
お
よ

び
そ
れ
に
関
連
す
るracism

（
人
種
主
義
）、Black
（
黒

人
）
な
ど
が
あ
る
。privilege

（

特

権

）、unconscious 
bias

（
無
意
識
の
偏
見
）
や

underappreciated

（
過
小
評

価
さ
れ
た
）
な
ど
微
妙
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
持
つ
言
葉
も
入
っ
て

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
と
し
て
は
、
政
権

が
疑
問
視
す
るclimate crisis

（
気
候
危
機
）、clean energy

（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
）、

pollution

（
汚
染
）
と
い
っ
た

環
境
問
題
に
関
す
る
も
の
や
、

ア
メ
リ
カ
湾
と
名
称
変
更
し
た

Gulf of Mexico

（
メ
キ
シ
コ

湾
）
な
ど
が
あ
る
。

　

同
紙
は
具
体
例
と
し
て
、
連

邦
航
空
局
の
求
人
ペ
ー
ジ
に
書

か
れ
て
い
る「
多
様
な
労
働
力
」

の
「
多
様
な
」
が
削
除
さ
れ
た

り
、
国
立
公
園
局
の
ス
ト
ー
ン

ウ
ォ
ー
ル
国
定
公
園
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
「transgender, or 

queer (LGBTQ+)
」
が
「LGB

」
の
み
に
な
っ
て
い
る
例
な
ど
を

あ
げ
て
い
る
。

　

同
紙
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

単
語
が
全
面
禁
止
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
政
府
機

関
は
助
成
金
申
請
や
契
約
書
も

含
め
用
語
の
使
用
に
注
意
す
る

よ
う
助
言
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
連
邦
政
府
機
関
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
を
分
析
し

た
と
こ
ろ
、
２
５
０
以
上
の
ペ

ー
ジ
で
同
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る

言
葉
が
削
除
ま
た
は
修
正
さ
れ

た
形
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
同
紙

は
今
後
も
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

公
用
表
現
を
言
論
統
制

２
０
０
語
使
用
不
可

トランプ政権が新政策
政府機関に制限指定

＜政府が制限または回避すべきとし
た言葉の一例　NYタイムズ調べ＞
accessible
activism
activists
advocacy
advocate
barrier
biases
biologically female
biologically male
Black
clean energy
climate crisis
climate science
commercial sex worker
community diversity
DEI
disabilities
diverse
diversify

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
試
用

期
間
中
の
連
邦
政
府
職
員
の
解

雇
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
連
邦
地
裁
も
２
月
27

日
、
違
法
の
可
能
性
が
高
い
と

し
て
、
差
し
止
め
を
命
じ
る
仮

処
分
を
出
し
て
い
る
。

自動車事故で
歩行者に最も
危険な州
１位はNJ 州

https://www.hondag.com
http://myriverside.net/home
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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発
音
は
耳
で
聞
い
て
覚
え
る

も
の
、と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
触
覚
が
深
く
関
係
し
て
い

ま
す
。
舌
は
非
常
に
敏
感
な
感

覚
を
持
ち
、
髪
の
毛
一
本
口
の

中
に
入
っ
た
だ
け
で
す
ぐ
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
鋭
い
触
覚
を
無
意
識

に
働
か
せ
な
が
ら
、
母
語
の
発

音
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
語
と
英
語
で

は
、
舌
が
と
ら
え
る
触
覚
情
報

が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
日
本

語
は
舌
の
動
き
が
コ
ン
パ
ク
ト

舌
が
感
じ
る
発
音
の
世
界

で
、
舌
先
が
細
く
固
ま
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
英
語
は
舌
の
横

幅
を
大
き
く
使
い
、
両
側
が
歯

に
触
れ
続
け
る
感
覚
が
特
徴
的

で
す
。
英
語
の
発
音
が
難
し
く

感
じ
る
の
は
、
こ
の
「
舌
の
触

覚
の
違
い
」
を
知
ら
ず
に
日
本

語
の
舌
の
ま
ま
で
英
語
を
話
し

45

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
こ
の
違
い
を

研
究
し
、
日
本
語
と
英
語
を
ス

ム
ー
ズ
に
切
り
替
え
る
た
め
の

ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
を
開
発
し

ま
し
た
。舌
の
触
覚
に
注
目
し
、

イ
メ
ー
ジ
を
使
っ
て
発
音
を
習

得
す
る
方
法
で
す
。
さ
ら
に
、

私
は
舞
台
で
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を

教
え
、
演
じ
て
き
た
経
験
が
あ

り
、
口
の
中
と
い
う
見
え
な
い

も
の
を
表
現
す
る
技
術
を
発
音

指
導
に
も
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

発
音
は
耳
で
聞
く
だ
け
で
な

く
、
舌
で
感
じ
て
覚
え
る
も
の

で
す
。
見
え
な
い
口
の
中
を
視

覚
化
し
、
自
分
の
舌
が
ど
の
よ

う
に
動
き
、
ど
こ
に
触
れ
て
い

る
の
か
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

日
本
で
育
っ
た
大
人
で
も
、
こ

れ
ま
で
と
全
く
違
う
、
子
供
の

よ
う
に
自
然
に
体
得
で
き
る
新

し
い
発
音
の
世
界
が
開
け
て
い

き
ま
す
よ
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

　

米
国
在
住
・
旅
行
者
向
け
の

日
本
語
対
応
Ｓ
Ｉ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

HanaCell

（
ハ
ナ
セ
ル
）
を
含

むMobell Communications 
ltd.

グ
ル
ー
プ
の
サ
ー
ビ
ス

が
、ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
・

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
の
自
由
テ

ー
マ
部
門
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ

ダ
ク
ツ
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
と

は
、
エ
コ
（
環
境
配
慮
）
や
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
、
寄
付
つ
き
、 

地
域
や
伝
統

に
根
差
し
た
も
の
な
ど
、
人
や

地
球
に
や
さ
し
い
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
総
称
で
、
購
入
者
が
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
関
す

る
行
動
や
団
体
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
。
同
賞
（
Ｓ

Ｐ
Ａ
）
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ

ダ
ク
ツ
の
普
及
・
推
進
を
通
し

て
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
、
日

本
で
初
め
て
の
、
そ
し
て
唯
一

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を

　

ケ
ー
ブ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｈ
Ｇ

Ｔ
Ｖ
局
は
「
米
国
で
最
も
チ
ャ

ー
ミ
ン
グ
な
小
さ
な
町
50
」
を

発
表
し
、
１
位
に
Ｎ
Ｊ
州
中
央

に
位
置
す
る
ハ
ン
タ
ー
ド
ン
郡

ラ
ン
バ
ー
ト
ビ
ル
が
選
ば
れ

た
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
不
動

産
な
ど
の
リ
ア
リ
テ
ィ
番
組
を

制
作
す
る
同
局
は
、
ラ
ン
バ
ー

ト
ビ
ル
に
つ
い
て
「
フ
ェ
デ
ラ

ル
様
式
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
様
式

を
基
に
し
た
18
〜
19
世
紀
に
流

行
建
築
）
や
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
様

式
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
、
復
元
さ

れ
た
19
世
紀
の
車
両
基
地
、
ザ

ガ
ッ
ト
掲
載
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

受
賞
歴
の
あ
る
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆

Ｂ
」
を
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
要
素

と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

　

ラ
ン
バ
ー
ト
ビ
ル
の
人
口
は

４
０
０
０
人
超
程
度
で
、
多
く

の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
店
や
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
ア
ン
テ

表
彰
す
る
制
度
。
優
れ
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
情
報
を

生
活
者
に
広
く
提
供
す
る
と
と

も
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク

ツ
を
通
し
て
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
、
団
体
を
応
援
す
る
。

　

同
社
は
、
ア
フ
リ
カ
・
マ
ラ

ウ
イ
に
て
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
に

非
営
利
団
体
を
設
立
し
、
マ
ラ

ウ
イ
の
人
々
が
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
審
査

で
は
、「
人
々
の
暮
ら
し
に
具

体
的
か
つ
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
力
が

明
確
で
あ
る
。
増
え
続
け
る
難

民
問
題
に
対
し
、
必
要
不
可
欠

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
マ
ラ
ウ
イ
支
援
に
も
つ

な
が
る
点
が
非
常
に
意
義
深

い
。
創
業
者
の
社
会
貢
献
へ
の

強
い
思
い
と
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
は
高
く
評
価
で
き
る
」
と
評

価
さ
れ
た
。

ィ
ー
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

て
い
る
こ
と
か
ら
「
Ｎ
Ｊ
州
の

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
首
都
」
と
呼

ば
れ
る
。
コ
リ
エ
ル
ズ
・
フ
ェ

リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
た
同
町

は
、
米
上
院
議
員
と
Ｎ
Ｊ
州
知

事
を
務
め
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
バ

ー
ト
に
因
ん
で
１
８
１
０
年
に

ラ
ン
バ
ー
ト
ビ
ル
に
改
名
さ
れ

た
。
ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
エ
リ
ア

で
は
そ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｙ
州
ス

カ
ニ
ー
ト
レ
ス
と
Ｃ
Ｔ
州
エ

セ
ッ
ク
ス
が
選
ば
れ
て
い
る
。

詳
細
はhttps://www.hgtv.

com/lifestyle/travel/50-of-
the-most-charming-small-
towns-in-america-pictures

を
参
照
す
る
。

ハ
ナ
セ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
賞

最
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
町

Ｎ
Ｊ
州
ラ
ン
バ
ー
ト
ビ
ル

　

Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
イ
紙
は
12

日
、
全
国
主
要
都
市
で
開
催
さ

れ
る
食
の
祭
典
を
評
価
し
た

「
ベ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
・
フ
ー
ド
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
リ
ス
ト
を

公
表
し
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ナ
イ

ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
１
位
に
選

ば
れ
た
。
同
リ
ス
ト
の
作
成
に

は
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
１
位

を
選
び
、
そ
の
リ
ス
ト
を
基
に

読
者
が
投
票
を
行
い
上
位
10
位

を
決
定
し
た
。

　

同
紙
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ナ

イ
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い

て
「
ア
ジ
ア
の
夜
市
を
ヒ
ン
ト

に
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
人
種
や
文

化
の
多
様
性
を
象
徴
す
る
ス
ト

リ
ー
ト
・
フ
ー
ド
を
手
頃
な
価

格
で
提
供
す
る
」
と
解
説
し
て

い
る
。
２
０
０
５
年
に
始
ま
っ

た
同
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
こ
れ
ま

で
３
０
０
万
人
以
上
が
訪
れ
、

95
か
国
の
食
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
約
４
５
０
社
の
新
事

業
の
起
業
を
支
援
。
主
催
者
に

よ
る
と
、
シ
チ
ズ
ン
ズ
銀
行
や

同
銀
行
慈
善
基
金
の
協
力
で
食

べ
物
の
料
金
は
５
〜
６
ド
ル
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
今
年
は
出

店
費
用
を
排
除
す
る
た
め
に
、

さ
ら
な
る
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
っ

て
い
る
。
今
年
で
10
回
目
と
な

る
同
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
フ
ラ
ッ

シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ
ズ
・
コ
ロ

ナ
・
パ
ー
ク
の
Ｎ
Ｙ
ホ
ー
ル
・

オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
で
４
月
26

日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
入
場
無

料
。
ま
た
初
日
の
混
雑
を
避
け

る
た
め
、
今
年
は
ス
ニ
ー
ク
・

プ
レ
ビ
ュ
ー
・
ナ
イ
ト
（
内
覧

会
）を
４
月
12
〜
19
日
に
開
催
。

チ
ケ
ッ
ト
は
５
ド
ル
（
数
量
限

定
）。
12
歳
以
下
は
無
料
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

queensnightmarket.com

を

参
照
す
る
。
以
下
２
位
ウ
エ
ス

ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
「
テ
イ
ス

ト
・
オ
ブ
・
パ
ー
カ
ー
ズ
バ
ー

グ
」、
３
位
Ｎ
Ｙ
州
「
テ
イ
ス

ト
・
オ
ブ
・
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
」、

４
位
オ
ハ
イ
オ
州
「
コ
ロ
ン
バ

ス
・
フ
ー
ド
・
ト
ラ
ッ
ク
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
。 

目
標
を
周
知
徹
底
す
る

採
算
意
識
を
高
め
る

　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
目
標
が
全
員
に
周
知
徹
底

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　

京
セ
ラ
で
は
、
ア
メ
ー
バ

単
位
で
〔
時
間
当
り
採
算
制

度
〕
を
実
施
し
、
職
場
で
の
仕

ん
。
つ
ま
り
全
員
が
目
標
を
共

有
化
し
、
自
分
た
ち
の
も
の
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
の

事
の
結
果
が
誰
に
で
も
は
っ
き

り
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
社
員
一
人
一
人
が
経
営

33

で
す
。

　

営
業
部
門
で
も
製
造
部
門
で

も
、
当
月
の
〔
売
上
〕
や
〔
総

生
産
〕、〔
差
引
売
上
〕・〔
時
間

当
り
〕
な
ど
の
数
字
が
全
員
の

頭
に
し
っ
か
り
と
入
っ
て
い
て
、

職
場
の
誰
に
聞
い
て
も
即
座
に

そ
の
数
字
が
口
を
つ
い
て
出
て

こ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

京
セ
ラ
の
〔
ア
メ
ー
バ
経
営
〕

と
〔
時
間
当
り
採
算
制
度
〕
で

は
、
目
標
を
全
員
に
周
知
徹
底

し
、
共
有
化
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
一
人
一
人
の
参
画
意
識
が

高
め
ら
れ
、
こ
れ
が
一
丸
と
な

っ
て
目
標
達
成
に
向
か
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
る
の
で
す
。

者
の
意
識
を
も
っ
て
、
ど
う
す

れ
ば
自
分
た
ち
の
ア
メ
ー
バ

の
〔
時
間
当
り
〕
を
高
め
て
い

け
る
か
を
真
剣
に
考
え
、
実
践

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

常
日
頃
、
鉛
筆
一
本
や
ク
リ

ッ
プ
一
つ
に
い
た
る
ま
で
、
も

の
を
大
切
に
し
よ
う
と
言
っ
て

い
る
の
は
、
こ
う
し
た
思
い
の

表
れ
で
す
。

　

床
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
原

料
や
、
職
場
の
片
隅
に
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
る
不
良
品
が
、
ま

さ
に
お
金
そ
の
も
の
に
見
え
て

く
る
と
こ
ろ
ま
で
、
私
た
ち
の

採
算
意
識
を
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

食
の
祭
典
全
米
番
付

１
位
は
ク
イ
ー
ン
ズ

ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
tel:2122136069
https://artofhaiku.org/
http://www.seishinjukuny.org
https://queensnightmarket.com
https://queensnightmarket.com
https://queensnightmarket.com
slidemethod.com
https://www.hgtv.com/lifestyle/travel/50-of-the-most-charming-small-towns-in-america-pictures


テーマ：サクラの季節、安全で健康なライフを過ごすには！　
無料　どなたでも参加できます！  期間：4月 4日（金）から 5月 4日（日） 
主催：ニューヨーク日系人会 (JAA)、後援：在ニューヨーク日本国総領事館、　米国日本人医師会、邦人医療支援ネットワーク (JAMSNET) 
Online & JAA Hall: ニューヨーク日系人会 /JAA, 49 West 45th St., 5th Floor, New York, NY 10036　(Between 5th & 6th Ave.)　　　
＊お申込はニューヨーク日系人会 212-840-6942 / info@jaany.org （但し、指定の連絡先以外）（企画により食事代・材料代の徴収あります）

第
17
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

　支援：米国三井物産基金、ニューヨーク日系ライオンズクラブ

　
「
第
17
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
」
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会(

Ｊ
Ａ
Ａ)

主
催
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
、
邦
人
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
と
米
国
日
本
人
医
師
会
の
後
援
で
４
月
４
日
（
金
）
〜
５
月
４
日
（
日
）
の
期
間
開
催
さ
れ
る
。
今
年
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
や
Ｊ
Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
対
面
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ど
で
開
催
す
る
。
同
フ
ェ
ア
は
「
桜
が
満
開
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
日
本
文
化
を
楽
し
み
、

健
康
で
安
全
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
す
べ
て
の
年
齢
層
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

開
催
の
趣
旨
は
、COVID-19

等
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
の
提
供
。
サ
ク
ラ
を
通
し
て
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区

に
在
住
の
日
本
人
・
日
系
人
の
健
康
や
医
療
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
、
意
識
向
上
を
図
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
。
日
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
紹
介
と
育
成
。

4 月 時間 タイトル 企画担当　講師 / 指導者（敬称略） 定員
4日（金） 10:30-12:00 未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス 講師：灘田篤子　企画：JAA Apple Kids

5日
（土）

10:00-12:00
オンライン (ZOOM) 春の日本語研修会：
教育支援ツールとして生成 AI 　

講師：早稲田大学李 在鎬（り じぇほ）教授　　　　
企画：JAA日本語教育委員会

6日（日） 13:30-16:30 映画「めぐみの誓い」拉致で引き裂かれた家族の運命を描く！ 企画：NPO法人 拉致問題映画海外上映実行委員会

7日
（月）

9:30-11:00 親子リトミック＆看護師との子育て相談会
講師：渡邉佳子 (Music Teacher)、 森ゆみ（RN)
企画：NYすくすくお茶会

13:00-15:00 「メディケアの基礎の内容と注意点の説明会」  日本語での同時要約説明有り 講師：Eric Hausman( AGING Consultant)
15:00-17:00 「メディケア個別相談室」（各 30分） 企画：NYC, Offi  ce for the Aging, HIICAP

８日
（火）

19:00-21:00 ニューヨーク混声合唱団による公開リハーサル
指導者：嶋田あや
企画：ニューヨーク混声合唱団

10日
（木）

10:00-12:00 電話個別相談室「法律相談室（移民法以外）」（各 30分） 担当：笠野玲子（弁護士）　企画：JAA 4

12:00-13:30
4月の第 1敬老会～ BentOnのお弁当～
元タカラジェンヌ加茂うららさんのライブ、ピアノ：三上クニ　会員 $5

企画：JAA社会福祉部 120

13:30-14:30 
姿勢改善エクササイズ
正しい姿勢でいつまでも若々しく！

講師：竹野綾 (Artistic Director)
企画：A.T. Dance Company

11日（金） 10:00-11:30
オンライン (You Tube)講座：きくち体操
キレイと元気は自分でつくれる！ヘルスフェアの開催期間中は視聴可能

講師：太田伸子（きくち体操インストラクター）

12日
（土）

9:30-11:00
オンライン (ZOOM) ：リモート茶話会
弓削看護師と健康や老後の事など話しましょう。

講師：弓削容子（在宅訪問看護師）
企画：NYシルバー会 & JAA

12:00-13:45
オンライン（ZOOM)＆ JAA ホール：旅支度セミナー
後悔せず平安な心で、旅立つために、今何をするべきかを学ぶセミナー

講師：平野博文 (Paster) 　

14:00-15:30
思春期の子供達への対応　
「行動言動からの危険信号の早期キャッチ」精神的な悩みは行動に現れま
す。早く大人が気づきましょう。

講師：宮本ボーグ麗（心理カウンセラー）
企画：NY日系ライオンズクラブ

19:30-20:30
平安 ZOOM読書会　
ハン・ザウアー著「MORAL善悪と道徳の人類史」を語り合おう！
申込：Heian.NYC@gmail.com

企画：平安

13日
（日）

14:00-16:00
“The Vow from Hiroshima” 映画試写会及びプロデューサーとの談話会
”広島への約束ー世界の子供たちのために ”

 
企画：竹内道（プロデューサー）&　小泉きよ香　
(Brooklyn College) 

19:00-21:00
オンライン (ZOOM)講座 : プリママ
出産を控えているママとパパのセミナー＆母乳について

講師：加納麻紀（内科・小児科医）、
澤井未央（産婦人科医）、
新場裕美（国際認定ラクテーション・コンサルタント）　
企画：NYすくすく会

14日
（月）

10:00-12:00
シニアへの無料へアカット　会場：JAA Hall
春らしいヘアスタイルにしましょう！　

担当：田原ミチ、佐々木ノリ、津田やすこ、小林はるか
（ヘアスタイリスト）
企画：JAA

20

15日
（火）

10:45-11:45 太極拳クラス体験　 講師：宮原三千子（TCHI公認講師）企画：JAA 10
13:00-14:00 書道クラス体験 講師：書道部師範　企画：JAA 10

16日
（水）

11:00-13:00 裏千家茶道デモンストレーション　
講師：真田宗知、鈴木宗律（裏千家専任講師）
企画： JAA

10

18:00-19:30
「It's me, Ako! NYで劇団を設立した元タカラジェンヌの話」の発刊記念
講演会
エミー賞受賞の「将軍」に出演したお話しが聞けます！　

本をご希望される方は $30です。すべてJAAへの寄
付です。参加無料、ワインとスナックあり
企画：JAA

20:00-21:30
オンライン (ZOOM) ライフバランス・ワークショプ
誰もが持つ４つのアーキタイプの人生ゲーム

講師：ブロディ―愛子（全国コーチ連盟認定ライフコーチ）
企画：オール・イズ・ウェル・コーチング

17日
（木）
　
　

10:00-12:00 電話個別無料相談「米国の移民法」（各 15分） 担当：寺井真美（弁護士）　企画：JAA 8

11:00-12:00
世代間交流折り紙
みんなで折り紙を楽しみましょう！

講師：小林利子（折り紙療法協会インストラクター）
企画：折り紙療法協会

13:00-14:30
しゃべって！笑って！ハッピーライフ！！
ゲームや歌を楽しみながらいっぱい笑いましょう。

講師：焼山元恵（カウンセラー）
企画：幸せ運びた～～い（隊）

　

18:30-20:00
JAA ホール＆オンライン (ZOOM) 
正しい姿勢と丹田呼吸法の静坐を学ぶ

講師：名倉幹（真宗大谷派・東本願寺僧侶）

18日
（金）

10:30-12:00 友禅和紙きものアート作り　　各自の作品は持ち帰り可 講師：大西境子 (日本語教師）
13:15-15:00  JAAコーラス体験クラス　会場： 指導：田中友樹子　企画：JAAコーラス部

19日
（土）

11:00-13:00

第 20回サクラ祭り Sakura Matsuri at Flushing Meadows Corona Park    JAA企画
僧太鼓、JAAコーラス、沖縄音楽、花笠音頭（パレード）、天理教鼓笛隊、野点等 
バス・ランチ要予約 Please make your reservation for Bus and Lunch at info@jaany.org /212-840-6942
バス・お弁当代：JAA会員 $10/非会員 $15 公園でのお弁当 $15
会場：フラッシング・メドー・コロナ・パーク   the Queens Museum & the Theatre at the World's Fair site

200

19:00-20:00

オンライン（ZOOM)　　　JAMSNET高齢者支援ネットワーク主催　一般向け勉強会
「私と家族の１００年ライフ　見える化ノート」ー１００年を生きる知恵と勇気が湧いてくる！
発表者：小番一弘（製作者、一般社団法人シニアライフサポート協会代表理事）
＆山口美里　（一般社団法人日本リレーションサポート協会）、

20:00-21:30
オンライン（ZOOM)　心理士と座談会
” 読み聞かせの物語が幼児の心に及ぼす影響 ”　読み聞かせにどんな本選
ぶ？

講師：灘田篤子 (ソーシャルワーカー、LMSW）
企画：クリエーティブ　アートセラピー協会

20日
(日）

11:00-13:00
日常の食生活と健康管理、
そして病気になった時のお薬について

講師：ブローディー愛子（患者アドボケート）
高森英治（ヨガ講師）、富岡美智子 (米国登録 公認栄
養士 )　　　　　企画：FLAT・ふらっと

14:00-16:00
子供のためのブレインジム体験会
ブレインジムを通して右脳と左脳を統合し楽になりましょう！

講師：佐分利美佳
企画：さぶりんと遊ぼう

（7）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）3月 22日（土）

mailto:info@jaany.org
mailto:Heian.NYC@gmail.com
mailto:info@jaany.org
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税
金
特
集

⑥

企
業
派
遣
留
学
生
や

研
修
生
の
税
務

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
外
の
企
業
か
ら
派
遣
さ

れ
て
Ｆ
、
Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
な
ど
の

ビ
ザ
を
持
っ
て
米
国
の
Ｍ
Ｂ
Ａ

コ
ー
ス
や
専
門
の
コ
ー
ス
を
勉

強
す
る
方
や
、
研
究
所
や
現
地

の
職
場
で
研
修
を
さ
れ
る
方
が

い
ま
す
。
企
業
派
遣
留
学
生
や

研
修
生
の
中
で
、
勉
強
や
研
究

で
短
期
的
に
米
国
に
滞
在
す
る

人
は
免
税
だ
と
聞
い
た
か
ら
何

も
し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
考
え

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

免
税
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
Ｉ

Ｒ
Ｓ
に
特
定
の
報
告
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
留

学
や
研
修
を
有
意
義
な
も
の
に

す
る
た
め
に
も
税
金
の
手
続
き

で
や
る
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と

済
ま
せ
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。
今
週
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
報
告
義
務
を
怠
っ
た
場
合
に

多
額
の
追
徴
が
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
企
業
派
遣
学
生
や
研

修
生
の
税
務
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　

Ｆ
、
Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
な
ど
の
特

殊
な
ビ
ザ
を
保
持
し
て
い
る
留

学
生
や
研
修
生
に
は
、
非
居
住

者
身
分
と
非
課
税
扱
い
の
2
つ

の
優
遇
税
法
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

▽
非
居
住
者

　

本
シ
リ
ー
ズ
第
4
号
で
説

明
し
た
よ
う
に
、
米
国
税
法

上
、
永
住
権
を
保
有
し
て
い
な

い
外
国
人
は
実
質
的
滞
在
条
件

テ
ス
ト
に
よ
っ
て
米
国
居
住
者

に
な
る
か
を
判
定
し
ま
す
。
実

質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
は
、
対

象
の
年
の
米
国
滞
在
日
数
が
31

日
以
上
あ
り
、
そ
の
年
の
滞
在

日
数
、
前
年
の
滞
在
日
数
の
3

め
ら
れ
ま
す
。

　

非
居
住
者
と
な
る
こ
と
で
、

日
本
な
ど
で
発
生
し
た
米
国
外

の
利
子
、
配
当
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
個
人
所
得
を
報
告
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

米
国
の
銀
行
預
金
か
ら
の
利
子

が
免
税
と
な
り
ま
す
。
米
国
の

銀
行
預
金
か
ら
の
利
子
を
免
税

に
す
る
た
め
に
は
、
金
融
機
関

に
様
式W

-8 BEN

を
提
出
し

て
非
居
住
者
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
非
居

住
者
に
な
る
こ
と
で
外
国
金
融

口
座
報
告
書
の
報
告
も
免
除
さ

れ
ま
す
。

▽
非
課
税

　

企
業
派
遣
留
学
生
や
研
修
生

は
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
方
が
米

国
外
の
雇
用
主
の
従
業
員
で
あ

り
、
か
つ
、
支
払
わ
れ
る
給
与

や
手
当
て
が
全
て
米
国
外
の
雇

用
主
負
担
で
あ
る
こ
と
を
条
件

に
、
米
国
外
で
支
払
わ
れ
る
、

ま
た
は
米
国
外
か
ら
送
金
さ
れ

る
給
与
や
諸
手
当
を
非
課
税
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
米
国

の
子
会
社
な
ど
が
給
与
を
一
旦

立
て
替
え
て
米
ド
ル
で
支
払
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
付
け
替
え

を
し
て
最
終
の
給
与
負
担
が
米

国
外
の
派
遣
元
企
業
と
な
る
場

合
は
、
こ
の
非
課
税
の
取
り
扱

い
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
報
告
書

　

こ
れ
ら
の
恩
恵
を
う
け
る

た
め
に
は
報
告
書
の
様
式

８
８
４
３
（Statement for 

exempt individuals

）
を
申

告
書
と
同
じ
期
日
ま
で
に
Ｉ
Ｒ

Ｓ
に
提
出
し
ま
す
。
こ
の
様
式

は
基
本
的
な
情
報
入
力
を
す
る

の
み
で
よ
く
、
氏
名
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番

号
（
番
号
を
保
有
し
て
い
な
い

場
合
は
「
Ｎ
Ｒ
Ａ
」
と
記
載
）、

留
学
・
研
修
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

名
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
長
の
名
前
と

連
絡
先
、
住
所
、
過
去
の
滞
在

日
数
や
ビ
ザ
状
況
な
ど
の
情
報

を
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
で
の
所
得
は
日
本

の
本
社
が
全
額
負
担
を
し
て
い

れ
ば
免
税
と
な
り
ま
す
が
、
米

国
の
子
会
社
が
負
担
し
て
い
る

金
額
や
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
得
た
所
得
な

ど
は
米
国
源
泉
所
得
と
し
て
米

国
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
扱

い
の
米
国
源
泉
所
得
が
あ
る
場

合
は
非
居
住
者
の
申
告
様
式
で

あ
る1040NR

を
使
用
し
て

税
金
を
計
算
し
、
様
式8843

と
一
緒
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
提
出
す
る

こ
と
に

な
り
ま
す
。
米
国
で
学
業
や
研

修
以
外
で
発
生
す
る
所
得
は
な

い
場
合
は
様
式8843

の
提
出

だ
け
で
す
の
で
簡
単
な
作
業
と

な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

分
の
1
、
お
よ
び
前
々
年
の
滞

在
日
数
の
6
分
の
1
の
合
計
が

１
８
３
日
以
上
あ
る
か
ど
う
か

で
判
定
し
ま
す
。
し
か
し
Ｆ
、

Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
ビ
ザ
の
保
有
者
に

は
こ
の
規
則
の
適
用
が
免
除
さ

れ
て
お
り
、
た
と
え
１
年
中
米

国
に
滞
在
し
て
い
た
と
し
て
も

非
居
住
者
と
な
り
ま
す
。
但
し

こ
の
例
外
規
定
に
は
年
数
制
限

が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
ビ
ザ
保
有
の

企
業
派
遣
学
生
の
場
合
に
は
基

本
5
年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
研
修
生
ビ
ザ
の
場
合
も
、

非
居
住
者
の
身
分
は
基
本
過
去

6
年
間
の
う
ち
2
年
間
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
研
修
生
の

給
与
や
諸
手
当
が
全
額
米
国
外

の
企
業
に
よ
る
負
担
と
な
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
最
長
4
年
ま

で
非
居
住
者
の
取
り
扱
い
が
認

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
郊
外
で
開
催
さ
れ
る

「SelectUSA

投
資
サ
ミ
ッ 

ト

（
米
国
商
務
省
主
催
）」
に
参
加

す
る
た
め
の
対
米
投
資
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
５
月
11
日
（
日
）
か
ら

14
日
（
水
）
ま
で
、
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
州
に
あ
る
ゲ
イ
ロ
ー
ド
ナ

シ
ョ
ナ
ル
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施

す
る
。
今
年
で
第
11
回
と
な
る

同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
連
邦
・
州

政
府
要
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
講
演
な

ど
を
通
じ
、
米
国
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
戦
略
を
考
え
る
上
で
参
考
に

な
る
情
報
が
得
ら
れ
る
ほ
か
、

各
州
の
展
示
ブ
ー
ス
で
直
接
、

経
済
開
発
・
投
資
誘
致
の
担
当

者
か
ら
情
報
を
入
手
で
き
る
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
参

加
企
業
は
、
同
サ
ミ
ッ
ト
に
登

録
料
不
要
で
参
加
で
き
る
。
ま

た
、
現
地
で
開
催
さ
れ
る
ジ
ャ

パ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

や
、
州
政
府
と
の
面
談
調
整
等

の
支
援
を
通
じ
、
対
米
投
資
を

検
討
す
る
上
で
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
を
紹
介
す
る
。

　

参
加
費
無
料
（
現
地
集

合
・
解
散
）。
定
員
20
人
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルscc-

event@jetro.go.jp

（
ジ
ェ
ト

ロ
・
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
課
：
橋

本
さ
ん
、
遠
山
さ
ん
） 

ま
で
。

申
し
込
み
・
詳
細
はhttps://

www.jetro.go.jp/events/
scc/af9ecfcb64e68637.
html

を
参
照
す
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
５
月
に

Ｄ
Ｃ
投
資
サ
ミ
ッ
ト

　

国
際
女
性
月
間
を
記
念
し
、

科
学
技
術
分
野
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
分

野
）
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進

に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
25
日
（
火
）
午
後
６

時
か
ら
、
日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57

丁
目
１
４
５
番
地
２
階
ロ
ー
ズ

ル
ー
ム
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
と
米
国
日
本
人
医
師
会
の

共
催
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
ア
ン
ジ
ェ

リ
キ
・
ダ
イ
ア
ナ
・
リ
ゴ
ス
博

士
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
教
授
・
生
物
学
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
及

び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進
す

る
非
営
利
団
体
「Epistimi

」

創
設
者
兼
代
表
）、
渡
辺
沙
里

博
士
（
東
北
大
学
薬
学
部
卒
、

同
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
エ

ー
ザ
イ
株
式
会
社
に
て
、
が
ん

領
域
に
お
け
る
新
規
薬
剤
候
補

の
非
臨
床
薬
理
研
究
担
当
）。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
加
納
麻
紀
医

師（
米
国
日
本
人
医
師
会
会
長
。

内
科
及
び
小
児
科
専
門
医
）。

科学分野での
女性の活躍語る

25
日
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

リゴス博士

渡辺博士

加納医師
　

3
月
24
日
か
ら
旅
券
（
パ
ス

ポ
ー
ト
）
の
手
数
料
が
変
わ

る
（
3
月
24
日
〜
3
月
31
日
受

理
分
ま
で
）。
ま
た
4
月
1
日

か
ら
全
て
（
旅
券
、
証
明
、
査

証
）の
領
事
手
数
料
が
変
わ
る
。

（
4
月
1
日
受
理
分
か
ら
の
令

和
7
年
度
新
領
事
手
数
料
）。

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
手
数
料

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
館
領
事

窓
口
に
お
い
て
現
金
（
米
ド
ル

建
て
）
で
支
払
う
場
合
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
か
窓
口
申
請
か
に

よ
り
、手
数
料
額
が
異
な
る（
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
の
方
が
安
価
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
の
み

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
が
選

択
で
き
る
。
新
手
数
料
は
次
の

リ
ン
ク
を
確
認
す
る
こ
と
。

URL

：https://www.ny.us.
em
b-japan.go.jp/pdfs/

ryoji-tesuryo2021.pdf

パ
ス
ポ
ー
ト
手
数
料

今
月
24
日
か
ら
変
更

http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://goshikiprinting.com/
mailto:scc-event@jetro.go.jp
mailto:scc-event@jetro.go.jp
mailto:scc-event@jetro.go.jp
mailto:scc-event@jetro.go.jp
https://www.jetro.go.jp/events/scc/af9ecfcb64e68637.html
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/pdfs/ryoji-tesuryo2021.pdf
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　こんにちは！NY在住イラストレーターのヤマモトと申します。
いつも連載を見てくださっている皆様へ、展示即売会実施のお知らせです。4月 11日の
金曜日から Brooklyn の As You Like というカフェで、アナログ作品メインの展示を行い
ます。どれも原画の一点もので、気に入ったものはお買い求めいただけます。
ちょっとダークで可愛い作品が多めです。月火は本人が在廊予定にしているので、散歩
のついでに観ていくだけでもぜひ気軽にお越しください！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京から
NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しく
なってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。2023年現在ブルック
リン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【17】

　

春
め
く
暖
か
い
日
は
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
出
か
け
よ

う
。
屋
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
、
蜂
蜜
や
花
な
ど
、
お
土

産
や
友
人
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
も
の
も
た

く
さ
ん
発
見
で
き
る
。

■Brooklyn Borough Hall 
Greenmarket

（Court St &, 
Montague St,

）
毎
週
火
曜
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報

午
前
８
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
。
25
年
以
上
、
年
間
を
通
し

て
行
わ
れ
て
い
る
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
農
家
や
小

規
模
の
食
品
生
産
者
が
出
店
。

野
菜
や
肉
、
果
物
、
焼
き
菓
子
、

乳
製
品
な
ど
が
購
入
で
き
る
。

■M
cCarren Park 

Greenmarket

（Union Ave 
&, N 12th St,

）
毎
週
土
曜
、

午
前
８
時
か
ら
午
後
２
時
ま

■Grand Army Plaza 
Greenmarket

（Prospect 
Park W

est & Flatbush 
Avenue

）
毎
週
土
曜
、
午
前

８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

１
９
８
９
年
か
ら
続
く
、
ユ
ニ

オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
次
い
で
Ｎ
Ｙ

で
2
番
目
に
大
き
な
屋
外
マ
ー

ケ
ッ
ト
。
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー

ク
北
西
の
入
り
口
に
位
置
し
、

近
隣
の
住
人
が
農
場
で
採
れ
た

新
鮮
な
商
品
を
買
い
求
め
て
賑

わ
う
。

■McGolrick Park

（Driggs 
and Nassau Ave, off  Russell 
St in Greenpoint

）
毎
週
日

曜
午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
。
２
０
１
２
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
１
年
を
通
し
て
開
催
さ
れ

る
マ
ー
ケ
ッ
ト
。ベ
ー
カ
リ
ー
、

ス
ー
プ
、
ク
ラ
フ
ト
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
、
魚
介
類
な

ど
が
出
店
す
る
。

写
真
：grownyc_brooklyn

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら

で
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
グ
リ
ー
ン

ポ
イ
ン
ト
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
架
け
橋
と
な

り
、
１
９
９
７
年
か
ら
続
く
マ

ー
ケ
ッ
ト
。
新
鮮
な
牛
乳
や
ヨ

ー
グ
ル
ト
、牧
草
飼
育
の
牛
肉
、

豚
肉
、
鶏
肉
、
卵
な
ど
が
出
店
。

■Fort Greene Park 
Greenmarket

（Washington 
Park &, DeKalb Ave, 

）
毎

週
土
曜
、
午
前
８
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
。
フ
ォ
ー
ト
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
の
入
り
口
に
あ
り
、

歴
史
を
持
つ
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ト
ー

ン
に
囲
ま
れ
た
賑
や
か
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
。
Ｎ
Ｙ
州
オ
レ
ン
ジ
郡

で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
の
ほ
か
、

魚
介
類
、
チ
ー
ズ
、
持
続
可
能

な
方
法
で
飼
育
さ
れ
た
各
種
肉

類
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
産
ワ

イ
ン
も
販
売
。 

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org


2025年（令和 7年）3月 22日（土） ［総　合］　　（10  ）
　

ハ
ー
レ
ム
の
中
心
ア
ポ
ロ
シ

ア
タ
ー
で
、
91
年
間
毎
週
行
わ

れ
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ

ト
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン

や
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、

最
近
で
は
グ
ラ
ミ
ー
賞
の
常
連

と
な
っ
たH.E.R.

の
ル
ー
ツ

で
あ
る
こ
の
伝
統
の
ス
テ
ー
ジ

に
、
3
月
12
日
、
新
旧
の
日
本

文
化
旋
風
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

シ
ョ
ー
前
日
に
渡
米
し
て
き
た

の
は
、「
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト

ジ
ャ
パ
ン
24
ー
25
」
の
優
勝

者
、「
ゼ
ロ
か
ら
打
ち
師
始
め

ま
す
。」（
ゼ
ロ
打
ち
）
の
ヲ
タ

芸
5
人
組
と
、
Ｎ
Ｙ
ア
ポ
ロ
ア

マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
審
査
員
特
別

賞
に
選
ば
れ
た
12
歳
の
ダ
ン
サ

ー
「
戸
辺
葵
」
さ
ん
。
人
生
初

の
Ｎ
Ｙ
、
英
語
で
の
リ
ハ
ー
サ

ル
、
日
本
代
表
と
し
て
異
例
の

特
別
ゲ
ス
ト
で
出
演
す
る
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
に
な
り
な
が
ら
迎
え
た
本
番

は
―
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
の
後
、
楽
屋
で

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
葵
さ
ん

は
、
直
前
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と

し
て
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
「
葵
蝶
／Dee Lee 

Projekt

」
の
曲
に
乗
っ
て
、

美
し
い
バ
レ
エ
と
側
宙
、
連
続

タ
ー
ン
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
ア
ク

ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
ダ
ン
ス
と
早

変
わ
り
衣
装
で
観
客
か
ら
は
毎

秒
ご
と
に
歓
声
が
あ
が
り
、
最

後
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー

アポロシアター
新旧の日本の花開く
アマチュアナイトで人気

　

ピ
ア
ノ
の
調
律
師
の
知
り
合

い
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ

ズ
・
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ

ブ
に
限
ら
ず
、
大
き
な
コ
ン
サ

ー
ト
・
ホ
ー
ル
な
ど
多
彩
な
音

響
空
間
で
仕
事
を
す
る
相
手

は
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
ヴ
ァ
ン
ガ

ー
ド
は
別
格
と
位
置
づ
け
て
い

た
。

　

そ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
揃
っ
て

「
こ
こ
で
演
奏
が
で
き
て
光
栄
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
す

る
。
１
９
３
５
年
に
オ
ー
プ
ン

し
て
以
来
、
コ
ル
ト
レ
ー
ン
や

ロ
リ
ン
ズ
、
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン

ス
等
が
ラ
イ
ブ
録
音
し
、
そ
れ

が
名
盤
と
し
て
現
在
も
フ
ァ
ン

に
愛
聴
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
演

奏
す
る
こ
と
自
体
が
特
別
な
の

だ
ろ
う
。

　

歴
史
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

ピ
ザ
の
一
片
の
形
を
し
た
店
内

で
実
際
に
サ
ウ
ン
ド
に
ふ
れ
る

と
、
先
の
知
り
合
い
が
語
る
よ

う
に
、
独
特
の
音
楽
体
験
が
得

ら
れ
る
。
各
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
繰
り
出
す
音
色
が
、
店
の
ど

こ
に
い
て
も
は
っ
き
り
聴
こ
え

て
く
る
の
だ
。

　

3
月
初
め
、
南
米
チ
リ
出
身

の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
メ
リ
ッ
サ
・

ア
ル
ダ
ナ
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
そ

れ
を
感
じ
た
。
２
０
１
３
年
の

セ
ロ
ニ
ア
ス
・
モ
ン
ク
国
際
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
・
コ
ン
ペ
で
史
上

最
年
少
、
女
性
初
の
優
勝
者
と

な
っ
た
彼
女
の
こ
の
夜
の
ク
イ

ン
テ
ッ
ト
は
、ほ
か
に
ギ
タ
ー
、

ピ
ア
ノ
、
ド
ラ
ム
、
ベ
ー
ス
の

構
成
と
な
っ
た
。

　

ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

〈
ル
ビ
ー
・
マ
イ
・
デ
ィ
ア
〉

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
の
中
、
ラ
イ
ブ
が
半
分

過
ぎ
た
あ
た
り
に
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
が
小
さ
な
電
子
ピ
ア
ノ
で
弾

き
は
じ
め
た
。
こ
れ
も
ア
ル
ダ

ナ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
思
わ
れ
る

が
、
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
も
加
わ

っ
て
の
曲
は
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
楽
器
演
奏
が
主
流
の
こ
の

ク
ラ
ブ
に
し
て
は
め
ず
ら
し

い
。

　

電
子
音
だ
か
ら
温
か
み
が
薄

れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
そ
の

逆
。
昨
今
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ジ
ャ
ズ
が
シ
ー
ン
で
再
注
目
さ

れ
る
が
、
彼
女
た
ち
が
奏
で
る

音
色
に
、
森
の
中
で
通
り
過
ぎ

る
風
に
耳
を
澄
ま
せ
る
か
の
よ

う
に
、
心
が
次
第
に
静
ま
っ
て

い
っ
た
。

　

店
の
扉
の
向
こ
う
側
は
、
春

ま
だ
遠
く
、
肌
を
突
き
刺
す
風

が
吹
き
、
都
会
の
喧
騒
や
忙
し

な
い
日
常
が
待
つ
。
だ
が
そ
ん

な
こ
と
も
忘
れ
さ
せ
、
あ
た
た

か
さ
に
包
ま
れ
、
解
放
感
に
浸

れ
る
音
の
世
界
が
た
し
か
に
そ

こ
に
あ
っ
た
。（
に
い
も
と
・

り
ょ
う
い
ち
、
作
家
、
写
真
も
）
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開
放
感
あ
る
世
界

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
ゼ
ロ
打
ち
が
コ
ー
ル

さ
れ
る
と
、
暗
く
な
っ
た
館
内

で
、「
怪
物
／YOASOBI

」
の

ビ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
40
本
の
カ

ラ
フ
ル
な
サ
イ
リ
ウ
ム
（
ラ
イ

ト
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
を
次
々
と
振

り
回
し
、
Ｎ
Ｙ
の
誰
も
が
ま
だ

見
た
こ
と
の
無
い
ヲ
タ
芸
を
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
初
披
露
。
Ｗ
Ｏ

Ｗ
！
の
歓
声
が
最
後
ま
で
止
ま

る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
結
果
は

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ

ン
。

　

終
演
後
、
ロ
ビ
ー
に
出
る
と

多
く
の
観
客
に
取
り
囲
ま
れ
、

中
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ロ
ワ
ー
総

数
１
０
０
０
万
人
と
い
う
ゼ
ロ

打
ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
て
大

フ
ァ
ン
で
す
、
と
い
う
ア
メ

リ
カ
人
に
も
遭
遇
。Boo!

か

YASS!
か
、
観
客
の
反
応
が
即

座
に
わ
か
る
最
も
厳
し
い
こ
の

ス
テ
ー
ジ
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
ら
え
た
こ

と
も
嬉
し
い
が
、
初
め
て
の
地

で
観
客
か
ら
た
く
さ
ん
の
温
か

い
声
を
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
一

番
の
思
い
出
と
語
り
日
本
へ
帰

っ
て
い
っ
た
。

　

雛
衣
（
す
い
）
主
演
に
よ
る

一
人
芝
居 The Samurai’

s 
W
ife 

が
28
日
（
金
）
午
後
７

時
か
ら
シ
ア
タ
ー
ロ
ウ
（
西
42

丁
目
４
１
０
番
地
）
で
開
催
さ

れ
る
。
第
18
回
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
ソ
ロ
・
シ
ア
タ
ー
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
作
品
と
し
て

上
演
。
主
演
の
雛
衣
は
、
熊
本

県
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
に
東

京
で
モ
デ
ル
活
動
を
開
始
し
、

そ
の
後
、
映
画
・
演
劇
の
世
界

に
転
向
。
２
０
０
８
年
に
Ｎ
Ｙ

へ
拠
点
を
移
し
、
モ
デ
ル
・
俳

優
と
し
て
の
道
を
歩
む
。
20
年

以
上
の
演
技
経
験
を
持
ち
、
21

年
よ
りSAG-AFTRA

会
員
と

し
て
活
動
。
チ
ケ
ッ
ト
は
電
話

２
１
２
・
７
１
４
・
２
４
４
５

内
線
45
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://unitedsolo.org/
the-18th-annual-united-
solo-theatre-festival/the-
samurais-wife/

一
人
芝
居
「
侍
の
妻
」

28
日
シ
ア
タ
ー
ロ
ウ

https://japanphilly.org/
https://www.goca.gallery/
https://unitedsolo.org/the-18th-annual-united-solo-theatre-festival/the-samurais-wife/
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三
月
二
十
五
日
、
ギ
リ
シ
ャ

の
独
立
を
記
念
し
、
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
る
。
五
番
街
は
国
旗

の
色
、
青
と
白
で
鮮
や
か
だ
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
セ
ン

ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
デ
ー
・
パ

レ
ー
ド
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
れ
ほ

ど
目
立
た
な
い
存
在
だ
が
、
夫

は
よ
く
こ
の
パ
レ
ー
ド
に
行
き

た
が
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
、
彼
は
大
学
時

代
に
一
年
間
、
ギ
リ
シ
ャ
の
テ

サ
ロ
ニ
キ
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ

る
か
ら
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
人
に
出

会
う
と
、
う
れ
し
そ
う
だ
。
ギ

リ
シ
ャ
語
が
話
せ
る
し
、
懐
か

し
い
話
も
で
き
る
。

　

各
地
の
民
族
衣
装
を
着
た
ギ

リ
シ
ャ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
、
手

を
ふ
り
な
が
ら
、通
り
過
ぎ
る
。

街
頭
に
並
ん
で
旗
を
ふ
る
人
々

は
、
知
り
合
い
や
自
分
の
出
身

地
の
集
団
が
や
っ
て
く
る
と
、

大
歓
声
を
あ
げ
る
。

　

I really don't belong 
here.

　

私
は
本
当
は
関
係
な
い
ん
だ

け
ど
。

　

こ
の
人
が
ど
う
し
て
も
毎

年
、
来
た
い
っ
て
言
う
も
ん
だ

か
ら
。

　

ギ
リ
シ
ャ
人
の
夫
と
一
緒
に

来
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ
人
の
女

の
人
は
言
う
。

　

彼
女
の
夫
は
ヤ
ニ
ナ
と
い
う

町
の
出
身
だ
。
こ
の
町
を
訪
れ

た
こ
と
の
あ
る
私
の
夫
は
、
ギ

リ
シ
ャ
語
で
話
し
始
め
た
。

　

ヤ
ニ
ナ
、
知
っ
て
る
よ
。
ト

ル
コ
時
代
の
建
物
が
多
い
町
だ

よ
ね
。
町
に
湖
が
あ
っ
て
、
そ

の
湖
の
真
ん
中
に
島
が
あ
っ

て
、
そ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

ウ
ナ
ギ
料
理
が
食
え
る
ん
だ
、

と
夫
が
言
う
。

　

な
、
な
ん
だ
、
お
前
、
ギ
リ

シ
ャ
語
が
話
せ
る
の
か
。
こ
り

ゃ
、
驚
い
た
。
で
、
お
ま
け
に
、

俺
の
故
郷
を
知
っ
て
い
る
の

か
。
い
っ
た
い
、
な
ん
で
、
そ

ん
な
に
詳
し
い
ん
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
人
で
も
日
本
人
で

も
、
ギ
リ
シ
ャ
語
が
話
せ
る
人

は
あ
ま
り
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

そ
の
人
の
顔
は
喜
び
で
輝
い
て

い
る
。

　

夫
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
人

は
外
国
人
が
ギ
リ
シ
ャ
語
を
話

す
と
と
て
も
感
激
す
る
と
い

う
。
自
分
た
ち
の
言
葉
が
世
界

一
難
し
い
と
信
じ
て
い
て
、
そ

れ
を
多
少
な
り
と
も
マ
ス
タ
ー

し
た
外
国
人
は
、
賞
賛
さ
れ
る

ら
し
い
。

　

お
い
、
お
い
、
お
い
。
こ
の

日
本
人
は
、
ヤ
ニ
ナ
を
知
っ
て

い
る
ぞ
。

　

彼
は
周
り
の
人
た
ち
に
叫
ん

で
い
る
。

　

あ
あ
、
友
よ
。
俺
の
町
を
そ

ん
な
に
よ
く
知
っ
て
い
て
く
れ

て
、
う
れ
し
い
よ
。

　

夫
は
す
で
に
、
彼
の“

友”

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
１
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
と

け
な
い
魔
法
』
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

忘
れ
が
た
き
故
郷

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

エッセイ連載 56298

　

４
月
入
学
の
日
本
は
、
２
月

か
ら
３
月
は
受
験
シ
ー
ズ
ン
。

「
息
子
が
大
学
受
か
っ
た
」「
娘

が
第
一
志
望
に
合
格
し
た
」
な

ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
報
告
が
あ
り
、

「
お
め
で
と
う
」
な
ど
お
祝
い

の
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
興
味
深
い
デ

ー
タ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
大
学
の
「
入
学
辞

退
率
」。
つ
ま
り
合
格
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
大
学
に
行

か
な
か
っ
た
人
の
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。
さ
す
が
に
東
大
や
京
大

と
い
っ
た
超
難
関
校
は
辞
退
率

が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
低
く
て
、
京

大
は
０
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
で
東

大
は
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
。
京

大
や
東
大
で
も
辞
退
す
る
学
生

が
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
で

す
。
辞
退
し
た
人
は
、
海
外
の

大
学
に
で
も
行
く
の
で
し
ょ
う

か
。

　

一
方
で
、
国
立
大
学
で
入
学

辞
退
者
が
多
い
の
は
北
見
工
業

大
学
の
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
や
国

際
教
養
大
学
の
35
パ
ー
セ
ン

ト
。
日
本
の
国
立
大
学
を
狙
う

な
ら
こ
の
ふ
た
つ
は
穴
場
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
河
合
塾

に
よ
る
と
国
際
教
養
大
学
の
偏

差
値
は
67
・
５
ら
し
い
で
す
。

　

ち
な
み
に
慶
應
や
早
稲
田
で

さ
え
合
格
者
の
３
分
の
２
が
入

学
を
辞
退
し
て
い
ま
す
。
東
京

理
科
大
や
法
政
大
学
、
立
教
大

学
は
80
パ
ー
セ
ン
ト
超
え
。
近

畿
大
学
は
87
パ
ー
セ
ン
ト
で
入

学
辞
退
者
が
一
番
多
い
そ
う
で

す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
人
気
が

無
い
わ
け
で
な
く
、
近
畿
大
学

は
11
年
連
続
一
般
入
試
の
志
願

者
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。

　

少
子
化
を
見
据
え
て
、
最
近

の
大
学
は
、
学
生
に
気
に
入
っ

て
も
ら
う
た
め
に
お
し
ゃ
れ
に

な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た

留
学
生
の
確
保
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
大
学
巡
り

も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

「
日
本
の
大
学
事
情
」

Ｑ　

我
が
家
に
と
っ
て
初
め
て

の
海
外
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活

で
す
。 

公
立
の
小
学
校
に
通

い
始
め
た
子
ど
も
達
は
、
新
し

い
学
校
で
の
生
活
が
楽
し
み
で

も
あ
り
不
安
で
も
あ
る
よ
う
で

す
。 

親
と
し
て
ど
の
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
ま
す
か
？  

Ａ　

初
め
て
の
海
外
生
活
は
お

子
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
親
御
さ

ま
に
と
っ
て
も
新
し
い
こ
と
ば

か
り
で
、 

経
験
の
な
い
ア
メ
リ

カ
の
学
校
生
活
を
心
配
さ
れ
る

の
は
当
然
で
す
。
我
が
家
の
娘

は
ア
メ
リ
カ
生
エ
レ
メ
ン
タ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
（
小
学
校
）
へ
の

入
学
は
、
こ
れ
ま
で
の
環
境
も

大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
親
子

に
と
っ
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
し
た
。
先
生
の
言
う
こ
と
を

理
解
し
て
行
動
で
き
て
い
る
？

新
し
い
お
友
達
と
出
会
え
た

か
な
？ 

授
業
の
間
ち
ゃ
ん
と

座
っ
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

等
々
、
気
が
か
り
な
毎
日
…
。  

　

小
学
校
低
学
年
の
間
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
に
乗
車
す
る
生
徒
以

外
は
保
護
者
、
ま
た
は
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン
（
保
護
者
の
代
わ
り
）

の
送
迎
を
義
務
付
け
て
い
る
学

校
は
多
く
、
私
も
お
迎
え
の
度

に
「
今
日
は
笑
顔
か
な
？
」
と
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
出
口
で
待

っ
て
い
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
娘

は
5
歳
…
学
校
生
活
を
そ
う
上

手
く
口
で
説
明
で
き
る
わ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
。  

　

そ
こ
で
お
世
話
に
な
っ
た
プ

レ
ス
ク
ー
ル
の
先
生
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、「
学
校
の
保
護
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
な
さ

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
員
と
し

て
学
校
に
行
け
ば
、
娘
だ
け
で

な
く
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
担
任
の

先
生
に
も
接
す
る
こ
と
が
で

き
、
つ
い
で
に
ク
ラ
ス
の
雰
囲

気
を
知
る
機
会
が
あ
る
と
い
う

わ
け
で
す
。 

　

貴
方
が
「
英
語
は
ち
ょ
っ
と

…
」
と
危
惧
さ
れ
て
も
、
ほ
と

ん
ど
会
話
不
要
の
お
仕
事
も

多
々
あ
り
ま
す
。
娘
の
エ
レ
メ

ン
タ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
ラ

ン
チ
中
の
ゴ
ミ
分
別
、
徒
歩
で

登
校
し
て
き
た
生
徒
へ
ご
褒
美

の
シ
ー
ル
配
り
、
学
校
の
裏
で

育
て
た
野
菜
を
子
ど
も
達
と
一

緒
に
収
穫
す
る
な
ど
と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。  

　

ち
な
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
は
、
毎
週
届
く
Ｐ

Ｔ

Ｏ
（Parent Teacher 

Organization

）
便
り
や
ク
ラ

ス
ペ
ア
レ
ン
ツ
、
お
迎
え
に
来

て
い
る
保
護
者
等
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
い
と
言
え
ば
、
大
抵
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
歓

迎
し
て
く
れ
ま
す
。 

　

親
が
授
業
時
間
中
に
学
校
へ

出
向
き
、
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で
同

じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と
は
、
ど

の
子
供
に
と
っ
て
も
、
幾
つ
に

な
っ
て
も
特
別
な
よ
う
で
、
卒

業
す
る
ま
で
い
つ
も
み
ん
な
大

喜
び
！ 

親
の
方
も
学
校
で
頑

張
る
我
が
子
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
直
に
先
生
か
ら

様
子
を
伺
っ
た
り
、
他
の
保
護

者
か
ら
思
わ
ぬ
話
を
聞
け
た
り

と
、
学
校
生
活
を
垣
間
見
ら
れ

て
一
安
心
で
す
。
そ
の
う
ち
、

親
子
で
同
じ
経
験
が
で
き
た
こ

と
、
ク
ラ
ス
の
こ
と
な
ど
共
通

の
話
題
で
夕
食
時
の
会
話
も
弾

む
で
し
ょ
う
。
で
き
る
サ
ポ
ー

ト
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
校
内

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が

ら
、
お
子
さ
ま
を
見
守
る
こ
と

も
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。  

　

も
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

で
き
な
い
場
合
は
、
ひ
と
ま
ず

担
任
の
先
生
に
簡
潔
な
メ
ー
ル

を
送
り
、
様
子
を
伺
う
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
公
立
校
で
は

先
生
と
の
や
り
取
り
は
Ｅ
メ
ー

ル
が
主
流
で
、
多
く
の
保
護
者

が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
Ｅ
メ
ー

ル
を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

　

お
子
さ
ま
の
不
安
が
大
き
い

間
は
、
ご
両
親
が
担
任
の
先
生

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
自
分
に

寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
れ
ば
、
き
っ
と
お
子
さ

ま
は
安
心
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。 

日
本
の
学
校
と
は
ま
た

違
う
ア
メ
リ
カ
で
の
学
校
生
活

が
、
ど
の
お
子
さ
ま
に
と
っ
て

も
有
意
義
な
日
々
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。  

　
「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の

会
」
で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ

ー
ル
に
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま

す
。
帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配

事
な
ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で

子
育
て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ

が
丁
寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983年 10月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        いとうようこ相談員
 滞在歴と滞在時の子供の年齢：ロサンゼルス・ボストン（合計 15年） 

長女０歳～ 11歳

アメリカの現地校に馴染めている？

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル（
ピ
エ
ー
ル
・

ル
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ペ
ロ
校
長
）

全
日
制
幼
児
部
日
本
語
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
フ
レ
ン
チ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
１
年
生
、Japanese 

club

の
生
徒
を
招
き
「
茶
道

教
室
」
を
開
催
し
た
。
講
師
は

コ
ー
ル
阿
部
真
理
氏
。
普
段
目

に
す
る
こ
と
の
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
お
茶
の
道
具
や
講
師
達
の
色

鮮
や
か
な
着
物
姿
に
子
ど
も
達

の
気
持
ち
も
引
き
締
ま
り
、
茶

道
の
歴
史
や
作
法
に
関
す
る
話

に
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

特
に
茶
道
の
精
神
を
示
す

「
和
敬
清
寂
」
の
意
味
に
つ
い

て
、「
お
友
達
と
仲
良
く
す
ご

す
」「
手
を
洗
っ
て
き
れ
に
な

る
よ
う
に
心
も
き
れ
い
に
す

る
」
な
ど
の
説
明
に
は
子
ど
も

達
は
深
く
共
感
し
て
い
た
。

茶
道
教
室
を
楽
し
む

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
子
供
た
ち

http://www.easeny.com/
https://qbhouseusa.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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ハ
ン
タ
ー
大
で
書
道

　

Ｊ
Ａ
Ａ
書
道
部
が
指
導

　

ハ
ン
タ
ー
大
学
日
本
語
学
科

の
作
文
講
座
で
10
日
、
書
道
講

習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）

書
道
部
の
協
力
を
得
て
毎
年
実

施
し
て
お
り
、
今
年
は
書
道
部

員
６
人
の
指
導
の
も
と
学
生
10

人
が
書
道
を
楽
し
ん
だ
。

　

は
じ
め
に
、
鈴
木
奈
美
恵
さ

ん
が
動
画
や
書
体
カ
ー
ド
を
見

せ
な
が
ら
書
道
に
つ
い
て
解
説

し
、
講
座
担
当
講
師
の
古
川
明

代
さ
ん
か
ら
手
本
が
配
ら
れ

た
。
配
ら
れ
た
漢
字
は
学
生
が

事
前
に
好
き
な
漢
字
に
つ
い
て

書
い
た
作
文
に
基
づ
い
た
も

の
。
初
め
て
筆
を
持
つ
学
生
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
書
道
部

員
の
「
上
手
、
上
手
」「
そ
こ

を
一
気
に
下
ま
で
」
な
ど
の
励

ま
し
を
受
け
つ
つ
真
剣
な
表
情

で
「
喜
」「
猫
」「
金
」「
寝
」

な
ど
の
漢
字
を
何
度
も
練
習
し

た
。

　

学
生
か
ら
は
「
と
っ
て
も
難

し
い
で
す
が
楽
し
い
で
す
」「
た

く
さ
ん
間
違
え
て
、
書
く
の
が

こ
わ
い
」「
漢
字
が
大
好
き
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。
書

道
部
リ
ー
ダ
ー
の
石
塚
百
里
さ

ん
は
「
み
な
さ
ん
は
日
本
語
を

学
ん
で
い
て
漢
字
を
知
っ
て
い

る
の
で
教
え
や
す
い
」と
話
し
、

鈴
木
さ
ん
は
「
書
道
の
楽
し
さ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は　

３
月
４
日(

火)

に
令
和
６
年

度 

初
等
部
第
31
回
、
中
等
部

第
26
回
卒
業
式
を
行
っ
た
。
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
挙
行
さ

れ
、卒
業
生
の
門
出
を
祝
っ
た
。

　

卒
業
生
は
、
初
等
部
６
年
生

が
５
人
、
中
等
部
９
年
生
が
９

人
の
合
計
14
人
。
卒
業
生
は
学

級
担
任
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
校

長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ

た
後
、
一
人
一
人
が
ス
テ
ー
ジ

で
こ
れ
ま
で
の
学
び
や
活
動
で

の
思
い
出
、
こ
れ
か
ら
の
目

標
、
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

な
ど
，
胸
を
張
っ
て
自
分
の
思

い
を
堂
々
と
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
中
等
部
卒
業
生
は
，

後
半
を
英
文
で
発
表
を
お
こ
な

い
、
学
習
の
成
果
を
発
揮
す
る

と
て
も
素
晴
ら
し
い
発
表
と
な

っ
た
。

NJ日本人学校
初・中卒業式

を
教
え
る
の
は
自
分
た
ち
の
励

み
に
も
な
る
」
と
話
し
た
。
最

後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
漢

字
の
意
味
や
選
ん
だ
理
由
を
日

本
語
で
発
表
し
て
、
和
や
か
な

講
習
会
を
終
了
し
た
。

　
　
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
） 　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
学
院
（

3 College Rd, 
Purchase 

）は
3
月
29
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
を
実
施
す
る
。

　

午
前
９
時
に
学
院
説
明
会
受

付
、
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

学
院
説
明
会
、
11
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
は 

ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ

ー
ル
で
フ
リ
ー
ラ
ン
チ
及
び
生

徒
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
、
模
擬
授
業
と
展
示
、
生
徒

と
教
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
運
動
部
や
文
化

部
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
以
外
は
全

て
途
中
か
ら
で
も
参
加
可
能
。　

　

こ
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
、

在
校
生
と
教
員
の
両
方
と
直
接

話
が
で
き
る
、
年
間
で
も
数
少

な
い
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
。
学
院

の
特
色
で
あ
る
寮
生
活
や
学

業
に
つ
い
て
な
ど
、
こ
の
機

会
だ
か
ら
聞
け
る
話
も
多
く

あ
る
。
参
加
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.keio.edu/admissions/
school-inform

ation-
sessions

を
参
照
す
る
。

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
で

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
７

日
、
令
和
６
年
度
修
了
式
を
行

っ
た
。
櫻
井
校
長
は
英
語
で
講

話
を
行
い
、
こ
の
１
年
間
の
子

ど
も
た
ち
の
成
長
と
成
果
を
振

り
返
っ
た
。
各
学
年
の
代
表
が

櫻
井
校
長
か
ら
修
了
証
書
を
受

け
取
り
、
１
９
６
日
間
に
わ
た

る
学
び
を
終
え
、
春
休
み
の
訪

れ
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
の
顔

に
は
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

櫻
井
校
長
は
、
書
き
初
め
会

や
ス
ケ
ー
ト
教
室
、
進
路
報
告

会
、児
童
生
徒
振
り
返
り
集
会
、

さ
ら
に
現
地
校（
マ
ニ
ト
ー
校
、

ク
レ
ス
キ
ル
校
）
と
の
交
流
を

通
じ
た
取
り
組
み
な
ど
、
１
年

間
の
学
校
行
事
を
振
り
返
っ

た
。
当
日
は
帰
国
す
る
５
人
の

教
員
の
離
任
式
も
行
わ
れ
た
。

代
表
の
子
ど
も
た
ち
は
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
一
人
ひ
と

り
に
丁
寧
に
言
葉
を
述
べ
、
花

束
を
贈
呈
し
た
。
そ
し
て
全
員

が
花
道
を
作
り
、
温
か
い
拍
手

で
先
生
を
見
送
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

修
了
式
と
離
任
式

書道の講習を受けて出来上がった作品を手にする学生たち

初等部卒業生の皆さん

中等部卒業生の皆さん

http://www.gwjs.org
http://www.jwsnj.org/
http://ymcatfv.org/
https://www.keio.edu/admissions/school-information-sessions
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
、
12

日
に
修
了
式
を
行
っ
た
。
校
長

よ
り
児
童
生
徒
代
表
へ
修
了
証

書
が
手
渡
さ
れ
、
児
童
生
徒
は

堂
々
と
受
け
取
っ
た
。
校
長
は

３
学
期
の
学
習
や
行
事
、
活
動

を
振
り
返
り
、
１
年
間
の
子
供

た
ち
の
成
長
を
称
え
た
。
ま
た

自
分
を
信
じ
て
「
自
分
は
で
き

る
、
や
れ
る
」
と
い
う
気
持
ち

を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
児
童
生
徒
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。
初
等

部
の
３
年
生
の
代
表
児
童
は
１

年
間
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

３
つ
の
こ
と
を
述
べ
、
春
休
み

に
は
自
分
の
課
題
を
見
つ
け
、

4
年
生
で
は
新
た
な
目
標
を
設

定
し
学
び
続
け
た
い
と
い
う
決

意
を
発
表
し
た
。
中
等
部
の
代

表
生
徒
は
中
等
部
へ
進
学
し
て

身
に
付
け
た
こ
と
に
つ
い
て
振

り
返
っ
た
。
初
等
部
と
は
違
う

学
習
方
法
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
自
分
で
行
う
こ
と
、
先

輩
や
友
達
と
仲
を
深
め
た
こ
と

な
ど
を
振
り
返
り
、
来
年
度
も

こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い

と
発
表
し
た
。 

２
人
の
素
晴

ら
し
い
発
表
で
会
場
は
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

修
了
式
を
開
催

　

公
益
財
団
法
人
・
海
外
子
女

教
育
振
興
財
団
主
催
、
海
外
で

乳
幼
児
か
ら
低
学
年
の
子
ど
も

が
い
る
家
族
を
対
象
に
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
海
外
在

住
の
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
教
育 

〜
Ａ
Ｉ
に
負
け
な
い
力
〜
」が
、

29
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
11

時
30
分
ま
で
開
催
さ
れ
る
。 　

　

講
師
は
Ｉ
Ｐ
Ｕ
・
環
太
平
洋

大
学
教
授
で
お
茶
の
水
女
子
大

学
名
誉
教
授
の
内
田
伸
子
さ

ん
。
異
言
語
環
境
で
母
語
の
土

台
を
耕
す
重
要
性
と
Ａ
Ｉ
に
負

け
な
い
力
、
Ａ
Ｉ
と
共
存
し
使

い
こ
な
す
力
は
、
実
は
遊
び
を

通
し
て
育
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

を
言
語
心
理
学
、
認
知
科
学
、

保
育
学
な
ど
の
観
点
か
ら
解
説

す
る
。
参
加
費
無
料
だ
が
要
事

前
登
録
。
定
員
６
０
０
人
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.joes.or.jp/
kojin/news/detail/63

を
参

照
す
る
。

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
セ
ミ
ナ
ー

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
横
澤
広
美
校
長
）
は
9
日
、

今
年
度
2
回
目
と
な
る
体
験
学

習
を
行
っ
た
。
今
回
は
、
現
在

コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
在
籍
す

る
花
田
秀
虎
さ
ん
を
講
師
に
招

い
た
。
花
田
さ
ん
は
日
本
で
は

日
本
体
育
大
学
時
代
、
相
撲
部

に
属
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
と

な
る
な
ど
の
輝
か
し
い
経
歴
を

持
つ
。
相
撲
部
時
代
の
浴
衣
を

羽
織
り
登
場
し
た
花
田
さ
ん

は
、
自
己
紹
介
の
後
、
相
撲
の

股
割
り
を
実
演
。
そ
の
後
校
庭

に
場
所
を
移
し
、
四
股
の
踏
み

方
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
授
し

た
。
ま
た
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

パ
ス
の
投
げ
方
を
披
露
し
、
代

表
の
子
ど
も
と
実
演
を
行
っ

た
。
最
後
は
花
田
さ
ん
と
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
が
握
手
を

し
、
記
念
写
真
を
撮
り
体
験
学

習
を
締
め
く
く
っ
た
。
日
米
そ

れ
ぞ
れ
の
国
技
と
い
わ
れ
る
相

撲
と
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
、
体
験
学
習
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

デ
ン
バ
ー
補
習
校
体
験
学
習

花
田
秀
虎
さ
ん
講
師
に
招
く

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
11

日
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
行
っ
た
。
9
月
か
ら
各
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
達
が
考
え
た
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
が
並
べ
ら
れ
た
。

多
く
の
保
護
者
も
来
園
し
、
自

分
の
子
ど
も
の
作
品
に
成
長
を

感
じ
た
よ
う
だ
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
自
分
の
作
品
が
飾
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
よ

う
で
、「
あ
っ
た
！
」
と
指
を

さ
し
て
喜
ん
だ
り
「
こ
こ
に
あ

る
よ
！
」
と
友
だ
ち
同
士
で
教

え
あ
っ
た
り
し
て
い
た
。翌
日
、

園
か
ら
持
ち
帰
っ
た
作
品
を
家

庭
で
飾
っ
た
家
庭
も
あ
り
、
家

族
で
話
に
花
が
咲
い
た
よ
う
だ

っ
た
。
子
ど
も
達
の
自
由
な
感

性
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ

た
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

な
っ
た
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

ア
ー
ト
祭
り
を
開
催

　

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
４
月
25
日
（
金
）
夕
方
か

ら
27
日
（
日
）
ま
で
の
週
末
を

利
用
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
す
る
。
ま
た
現
地
に

て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
が
４
月
27
日
（
日
）
に

日
本
語
で
開
催
さ
れ
る
。
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
の
参
加
費
は
無

料
、
現
地
集
合
解
散
。
当
日

は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
の
解

説
、
サ
イ
ト
ツ
ア
ー
な
ど
キ
ャ

ン
プ
の
雰
囲
気
を
体
験
で
き

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
も
開

催
中
。
問
い
合
わ
せ
は
日
本

語
で
Ｅ
メ
ー
ルtokyo-info@

frostvalley.org/ 

ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト www.

ymcatfv.org

を
参
照
。

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

家
族
向
け
キ
ャ
ン
プ
開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

（
小
島
昇
校
長
）
は
、
3
月
16

日
に
Ｌ
Ｉ
校
・
Ｗ
校
合
同
の
第

26
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
行
っ

た
。
初
等
部
、
中
等
部
、
高
等

部
の
各
課
程
を
修
了
し
た
合
計

80
人
の
卒
業
生
が
、
緊
張
の
面

持
ち
の
中
に
も
堂
々
と
し
た
態

度
で
小
島
校
長
か
ら
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
臨
席
の
在
Ｎ
Ｙ

日
本
国
総
領
事
館
森
首
席
領

事
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人
教
育
審
議
会

久
保
会
長
か
ら
は
、
二
人
と
も

自
ら
が
補
習
授
業
校
に
在
籍
し

た
経
験
か
ら
、
卒
業
生
の
努
力

を
称
え
る
と
と
も
に
、
補
習
校

で
学
ん
だ
経
験
や
補
習
校
で
出

会
っ
た
仲
間
を
大
切
に
し
、
未

来
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

６
人
の
卒
業
生
代
表
が
述
べ

た
答
辞
は
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労

を
振
り
返
り
つ
つ
、
補
習
校
で

学
び
続
け
た
こ
と
で
得
ら
れ
た

自
信
に
満
ち
溢
れ
る
も
の
だ
っ

た
。
補
習
校
で
共
に
学
ん
だ
仲

間
と
育
ん
だ
絆
、
支
え
て
く
れ

た
両
親
へ
の
感
謝
、
卒
業
の
日

を
迎
え
た
達
成
感
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
へ
の
決
意
や
未
来
へ
の

希
望
な
ど
が
丁
寧
な
日
本
語
で

述
べ
ら
れ
、
式
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

感
動
の
式
終
了
後
、
い
つ
ま

で
も
名
残
惜
し
そ
う
に
写
真
撮

影
が
続
い
た
。
写
真
に
納
ま
る

卒
業
生
の
笑
顔
か
ら
は
補
習
校

で
の
充
実
し
て
い
た
生
活
が
伺

わ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
大
い
に

期
待
さ
れ
る
一
日
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
15
日
に
は
Ｎ

Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校
で
中
高
等

部
の
卒
業
生
を
送
る
会
が
行
わ

れ
た
。
初
め
に
中
等
部
2
年
生

と
高
等
部
1
年
生
の
各
代
表
の

送
辞
、
そ
の
後
卒
業
生
か
ら
の

答
辞
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
中
等

部
、
高
等
部
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

が
、
幼
児
部
か
ら
通
っ
た
補
習

授
業
校
で
の
楽
し
か
っ
た
出
来

事
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
変
だ
っ

た
思
い
な
ど
と
共
に
、
在
校
生

へ
激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。
そ

の
後
、
中
等
部
卒
業
生
は
「
走

れ
メ
ロ
ス
」
の
劇
を
熱
演
、
高

等
部
卒
業
生
は
、
運
動
会
や
の

み
の
市
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
思

い
出
写
真
を
背
景
に
合
唱
を
披

露
し
た
。

　

小
島
校
長
は
「
人
は
支
え
あ

っ
て
生
き
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
他
人
を
い
た
わ

り
、
思
い
や
る
優
し
い
気
持
ち

を
学
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
卒
業
生
、
在
校
生
全
員
を
激

励
し
た
。
最
後
に
「
蛍
の
光
」

を
合
唱
し
、
送
る
会
は
、
中
等

部
卒
業
生
7
人
、
高
等
部
卒
業

生
16
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
う

心
温
ま
る
会
と
な
っ
た
。

NY補習授業校
第 26回卒業証書授与式

LI 校・W校合同で開催

NY 補習授業校 LI 校高等部卒業生の皆さん

NY補習授業校W校高等部卒業生の皆さん

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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新俳句グランプリ 2025

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2025は、米国東部時間2025年1月1日12:00AMから2025年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2026年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2025年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作
品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書
類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2025　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

残
雪
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
栗
鼠
毛
繕
い
　

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

雪
解
け
や
渡
せ
な
か
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
　

大
工
園
亮
介  

Ｏ
Ｈ
州

テ
キ
サ
ス
で
猛
る
ロ
デ
オ
の
冬
将
軍
　

稲
葉
智
美  

Ｔ
Ｘ
州

外と

つ
国く
に

に
き
り
り
と
咲
け
り
黄
水
仙
　

百
田
真
理
子  

Ｎ
Ｊ
州

梅
の
花
主
人
の
居
な
い
車
椅
子
　
　

森
柾
光
央  

Ｎ
Ｙ
州

流
氷
や
わ
れ
も
気
の
向
く
ま
ま
に
行
く
　

斉
藤
照
枝  

Ｎ
Ｙ
州

捨
猫
に
情
け
を
か
け
て
二
月
尽
　
川
越
範
子  

Ｐ
Ａ
州

い
け
の
上 

こ
お
っ
て
す
る
す
る 

ス
ケ
ー
ト
だ
　

西
村 

海  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
小
３ 

９
歳
︶

 

ク
リ
ス
マ
ス 

朝
起
き
た
時
の 

あ
の
気
持
ち
　

佐
藤
安
里  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
小
６
　
11
歳
︶

新
春
は 

お
餅
の
よ
う
に 

背
伸
び
す
る
　

前
田
英
美  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
２
　
17
歳
︶

焼
き
芋
を 

あ
の
子
と
食
べ
る 

屋
根
の
上
　

村
尾
信
之
介  

Ｎ
Ｊ
州

︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
３
　
15
歳
︶

雪
だ
る
ま 

兄
に
た
お
さ
れ 

お
お
げ
ん
か
　

ド
イ
ツ
直
希  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３
　
９
歳
︶

子
鹿
た
ち 

背
中
の
模
様 

春
の
雪
　
リ
ー
慧
美  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２
　
17
歳
︶

雪
の
夜 

し
ん
し
ん
時
計
と 

に
ら
め
っ
こ 

宇
佐
美
杏
里
彩  

Ｐ
Ａ
州

︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
　
12
歳
︶

the bartender taps
a roll of coins—
late night laundry

─Timothy Wheatly, IA

lturning her novel
into an atlas
pressed daisies

─John Pappas, MA

single malt whisky...
a vocalist croons
smooth jazz

—Nancy Brady, OH

early winter
the silver in his beard
catching moon
—Rowan Beckett Minor, OH

silvering
the celery � elds
� rst warm breeze

—Richard L Matta, CA  

midwinter   
a patchwork of stubble
on the farmer’s chin

—Rick Jackofsky, NY
　

rushing headlong into spring snow-topped tulips 
—Sharon Martina, IL   

「2月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2025」の2月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未
満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いた
ことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き3月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
3 3/1/25 3/31/25 11:59:59pm 3/31/25
4 4/1/25 4/30/25 11:59:59pm 4/30/25
5 5/1/25 5/31/25 11:59:59pm 5/51/25
6 6/1/25 6/30/25 11:59:59pm 6/30/25
7 7/1/25 7/31/25 11:59:59pm 7/31/25
8 8/1/25 8/30/25 11:59:59pm 8/31/25
9 8/31/25 9/30/25 11:59:59pm 9/30/25
10 10/1/25 10/31/25 11:59:59pm 10/31/25

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

3 3/1/25 4/7/25 4/8/25 7 7 7
4 4/1/25 5/6/25 5/7/25 7 7 7
5 5/1/25 6/6/25 6/9/25 7 7 7
6 6/1/25 7/8/25 7/9/25 7 7 7
7 7/1/25 8/6/25 8/7/25 7 7 7
8 8/1/25 9/8/25 9/9/25 7 7 7
9 9/1/25 10/7/25 10/8/25 7 7 7
10 10/1/25 11/7/25 11/10/25 7 7 7

2025年（令和 7年）3月 22日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


（15）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 7年）3月 22日（土 )

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

み
な
さ
ん
は
小
学
生
の
時
、

保
育
園
児
や
幼
稚
園
児
に
戻

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
ま
た
中
学
生

に
な
っ
た
時
も
同
じ
よ
う
に

小
学
生
に
戻
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

私
は
宿
題
が
多
か
っ
た
り
、

勉
強
が
難
し
い
時
に
よ
く
思

い
ま
す
。

　

保
育
園
に
い
た
頃
、
私
は

早
く
小
学
生
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ん
で

そ
う
思
っ
て
い
た
の
か
は
今

と
な
る
と
不
思
議
だ
け
ど
、

多
分
小
学
校
と
い
う
所
は
友

達
も
い
っ
ぱ
い
で
き
て
、
と

て
も
楽
し
い
場
所
だ
と
思
っ

て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
私
は
ラ
ン
ド
セ
ル
も
と

て
も
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
早

く
買
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
保
育
園

の
友
達
の
中
に
は
違
う
小
学

校
の
子
も
た
く
さ
ん
い
た
の

で
離
れ
る
こ
と
が
少
し
悲
し

い
反
面
、
新
し
い
環
境
に
な

る
こ
と
に
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
小
学
生
に
な
っ
た

ら
そ
の
考
え
は
大
き
く
覆
さ

れ
ま
し
た
。
キ
ラ
キ
ラ
し
て

い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
実
際
使

っ
て
み
る
と
、
と
て
も
重
い

し
全
然
物
が
入
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
体
操
服
や
上
ぐ
つ
な

ど
重
い
物
を
持
っ
て
帰
る
金

曜
日
は
と
て
も
じ
ご
く
で
し

た
。
し
か
も
小
学
生
に
な
っ

た
ら
、
保
育
園
の
時
に
は
な

か
っ
た
宿
題
が
あ
っ
た
り
、

先
生
が
怖
か
っ
た
り
、
授
業

や
休
み
時
間
が
分
か
れ
て
い

て
遊
ぶ
時
間
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
嫌
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
私
の
あ
こ

が
れ
て
い
た
小
学
生
と
は
全

然
違
い
、
反
対
に
保
育
園
の

頃
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

保
育
園
の
頃
は
た
く
さ
ん

友
だ
ち
と
遊
べ
た
り
、
保
育

園
の
頃
は
大
嫌
い
だ
っ
た
お

昼
寝
が
今
で
は
天
国
の
よ
う

に
感
じ
た
り
と
、
な
ん
で
早

く
小
学
生
に
な
り
た
か
っ
た

の
か
意
味
が
全
然
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
久
し

ぶ
り
に
保
育
園
の
頃
の
友
だ

ち
に
会
っ
た
り
す
る
と
、
保

育
園
の
頃
は
と
て
も
楽
し
か

っ
た
な
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
の
友
だ
ち
と
は
何
人
か
が

中
学
校
が
同
じ
に
な
る
の
で

早
く
中
学
生
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
私
が
小
学
五
年

生
の
時
、
父
の
仕
事
の
都
合

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「考えることの大切さ」
　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小６
　　　　　　　　　　　　 　　　清水　冬和子

そ
の
箱
を
探
し
な
が
ら
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
自
分
は
そ
の
友

達
に
わ
す
れ
ら
れ
た
か
も
し

れ
な
い
と
不
安
に
な
り
ま
す
。

ぼ
く
は
、
こ
の
げ
き
を
練
習

し
な
が
ら
自
分
自
身
の
こ
と

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
ぼ
く
も
今
の
学
校
に
転

校
し
て
く
る
前
の
学
校
の
友

達
に
、
れ
ん
ら
く
し
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
け
れ
ど
わ
す
れ
ら
れ

て
い
な
い
か
な
と
い
う
心
配

が
あ
っ
た
の
で
、
れ
ん
ら
く

し
な
い
で
い
ま
し
た
。
ぼ
く

が
れ
ん
ら
く
し
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
、
ぼ
く
が
え

ん
じ
た
「
そ
う
ま
」
と
い
う

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
前
通
っ
て

い
た
学
校
の
友
達
を
思
い
出

す
セ
リ
フ
で
す
。「
い
つ
の
間

に
か
前
の
学
校
の
友
達
と
れ

ん
ら
く
を
と
れ
な
く
な
っ
た

ん
だ
。
そ
れ
で
お
れ
、
わ
す

れ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
か
な
っ
て
、

心
配
だ
っ
た
ん
だ
。
で
も
、

れ
ん
ら
く
し
て
み
よ
う
と
思

う
。
あ
い
つ
ら
も
同
じ
気
持

ち
か
も
し
れ
な
い
」。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
セ
リ
フ
は

自
分
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
学
園
祭
の
一

週
間
前
に
、
ぼ
く
は
実
際
に

ア
メ
リ
カ
に
来
る
前
に
通
っ

て
い
た
学
校
の
じ
ん
く
ん
と

い
う
友
達
に
手
紙
を
書
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
じ
ん
く
ん

が
ぼ
く
の
ア
メ
リ
カ
出
発
前

の
お
わ
か
れ
会
で
く
れ
た
手

紙
に
連
絡
先
を
書
い
て
く
れ

て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
今

年
の
冬
休
み
に
日
本
へ
一
時

帰
国
し
た
時
に
会
い
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

で
ア
メ
リ
カ
に
引
っ
越
す
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
私
は
そ
の
時
小
学
生
の

五
年
間
を
振
り
返
っ
て
こ
ん

な
に
嫌
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、

日
本
の
小
学
生
を
ま
だ
や
り

た
い
、
ま
た
小
学
生
低
学
年

の
頃
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
よ
く
思
い
返
し

て
み
る
と
日
本
の
給
食
は
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
し
、
勉

強
も
今
よ
り
簡
単
で
宿
題
も

少
な
か
っ
た
で
す
。
な
に
よ

り
、
日
本
語
の
先
生
や
教
科

書
、
友
達
が
私
は
う
ら
や
ま

し
く
な
り
ま
し
た
。
今
に
な

る
と
ア
メ
リ
カ
に
来
て
出
会

う
は
ず
も
な
か
っ
た
人
と
友

達
に
な
れ
た
り
、
補
習
校
で

児
童
会
を
経
験
で
き
た
り
、

小
学
五
、六
年
の
頃
も
と
て
も

楽
し
か
っ
た
の
で
ま
た
児
童

会
の
頃
に
戻
り
た
い
な
と
思

っ
た
り
し
ま
す
。

　

私
は
こ
の
経
験
を
し
て
き

て
、
私
が
一
番
伝
え
た
い
こ

と
は
、「
今
」
は
あ
と
で
絶
対

い
い
思
い
出
に
な
っ
て
今
に

戻
り
た
い
と
思
う
時
が
い
つ

か
必
ず
来
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
が
ど
ん
な
に
辛
く
て

も
、
そ
の
中
に
は
楽
し
い
こ

と
も
絶
対
あ
っ
て
、
そ
れ
を

将
来
思
い
出
し
ま
す
。
な
の

で
今
こ
の
瞬
間
を
大
事
に
し
、

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、

思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
過
去
に
戻
り
た
い
と

思
っ
て
も
、
過
去
に
は
戻
れ

な
い
か
ら
！

　
　

   　
（
滞
米
２
年
１
か
月
）

　

夏
休
み
は
、
家
族
で
グ
ラ

ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
に
行
っ
た

り
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
日

本
に
帰
っ
た
り
、
友
だ
ち
を

た
く
さ
ん
よ
ん
で
た
ん
生
日

を
お
祝
い
し
て
も
ら
っ
た
り

…
夏
休
み
の
一
番
の
思
い
出

を
書
こ
う
と
思
っ
た
け
れ
ど
、

何
の
こ
と
を
書
い
た
ら
良
い

か
決
め
ら
れ
な
い
位
、
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

な
の
で
こ
こ
で
は
、
日
本

に
帰
っ
て
い
る
時
に
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
し
た
話
に
つ
い

て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
よ
く
お
こ
ら
れ
ま

す
。
お
父
さ
ん
か
ら
も
お
母

さ
ん
か
ら
も
お
こ
ら
れ
ま
す
。

せ
っ
か
く
ひ
さ
し
ぶ
り
に
会

っ
た
の
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

も
何
回
も
お
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、「
み
ん
な
ぼ
く
の

こ
と
き
ら
い
な
の
か
な
ぁ
」

と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
相
談
し

ま
し
た
。「
き
ら
い
な
わ
け

な
い
だ
ろ
う
。
み
ん
な
正
く

ん
の
こ
と
が
大
好
き
な
ん
だ

よ
。
大
好
き
だ
か
ら
、
正
く

ん
に
立
っ
ぱ
な
人
に
な
っ
て

も
ら
い
た
く
て
色
ん
な
こ
と

を
教
え
て
い
る
ん
だ
よ
。」「
立

っ
ぱ
な
人
っ
て
ど
ん
な
人
？
」

「
ま
ず
一
番
に
、
け
ん
こ
う
で

あ
る
こ
と
。
人
間
に
と
っ
て

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
心
も

体
も
元
気
な
こ
と
だ
と
思
う

ん
だ
。
二
番
目
に
は
、
や
さ

し
い
こ
と
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
人
に
や
さ
し
く
で
き
る
男

　

ぼ
く
は
、
今
年
の
学
園
祭
で

友
達
と
一
緒
に
う
め
た
箱
を
さ

が
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語
を

え
ん
じ
ま
し
た
。
主
人
公
は
、

「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
輪
　
あ
み

「
男
ど
う
し
の
話
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
附
　
行
正

こ
そ
強
い
男
だ
と
思
っ
て
い
る

ん
だ
。
そ
し
て
三
つ
目
に
よ
く

勉
強
す
る
こ
と
。
学
校
の
勉
強

だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
。
分
か
ら
な

い
こ
と
を
分
か
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
事

な
ん
だ
よ
。
分
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
っ

て
お
も
し
ろ
い
し
ね
。
人
間
が

ゆ
た
か
に
な
る
ん
だ
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
、
お
母
さ
ん
も
、
お
父
さ
ん

も
、
み
ん
な
こ
の
三
つ
の
こ
と

を
大
切
に
し
て
正
く
ん
を
育
て

て
い
る
ん
だ
よ
。
お
か
し
ば
っ

か
り
食
べ
て
ご
は
ん
を
食
べ
な

か
っ
た
ら
お
こ
ら
れ
る
よ
。
す

ね
て
人
を
き
ず
つ
け
る
こ
と
を

言
っ
た
ら
お
こ
ら
れ
る
よ
。
勉

強
し
よ
う
っ
て
や
く
そ
く
し
た

一
番
の
理
由
は
、
げ
き
と
同
じ

よ
う
に
、
じ
ん
く
ん
も
ぼ
く
と

同
じ
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　

ぼ
く
は
先
生
と
相
談
し
て
じ

ん
く
ん
の
名
前
を
学
園
祭
の
セ

リ
フ
に
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
げ
き
が
お
わ
っ

た
後
、
お
母
さ
ん
に
、「
直
せ

つ
友
達
の
名
前
を
い
れ
て
て
分

か
り
や
す
か
っ
た
よ
。」
と
言

っ
て
も
ら
い
、
じ
ん
く
ん
の
名

前
を
入
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
学
園
祭
全
体

を
通
し
て
、
練
習
の
時
は
し
ゃ

べ
ら
な
い
時
の
え
ん
ぎ
が
一
番

大
変
で
し
た
。
け
れ
ど
そ
の
が

ん
ば
っ
た
後
は
た
っ
せ
い
感
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後

の
本
番
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
お
わ
っ
た
後
は
い
っ

ぱ
い
ほ
め
ら
れ
た
り
、
泣
く
ほ

ど
か
ん
ど
う
し
て
も
ら
っ
た
り

し
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
じ
ん
く
ん
と
つ
な
が

り
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
１
か
月
）

「
学
園
祭
で
前
通
っ
て
い
た

学
校
の
友
達
に
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
　
旺
典

　

先
日
学
校
の
授
業
で
「
先
生

は
AI
で
よ
い
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
が

あ
っ
た
。
多
く
の
意
見
が
出

た
が
、
あ
る
中
学
生
の
生
徒

が
、「
そ
も
そ
も
先
生
が
AI
っ

て
、
な
ん
だ
か
こ
わ
い
。」
と

発
言
し
た
。
私
は
彼
女
の
発
言

を
聞
い
て
、
自
然
と
同
じ
気
持

ち
に
な
っ
た
。
で
も
な
ぜ
、
彼

女
も
私
も
こ
わ
い
と
感
じ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
が
、
家
に

帰
っ
た
後
も
ま
だ
気
に
な
り
、

自
分
な
り
の
理
由
を
探
し
て
み

た
。
き
っ
と
そ
れ
は
、
AI
が
自

分
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
を

し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。

人
は
な
や
み
を
相
談
し
た
り
、

質
問
の
答
え
が
知
り
た
い
時
、

た
と
え
心
の
中
が
見
え
な
く

て
も
、
き
っ
と
た
く
さ
ん
考

え
て
答
え
を
出
し
て
く
れ
た

の
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
持

っ
て
、
接
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
だ
か
ら
、
考
え
る
こ

と
を
せ
ず
、
最
短
で
結
果
だ

け
を
人
に
伝
え
る
、
心
を
持

っ
て
い
な
い
AI
が
な
ん
だ
か

こ
わ
い
と
、
感
じ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
以
前
考
え
る
と
い
う

行
動
は
、
人
間
だ
け
が
で
き

る
こ
と
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
犬
の
気
持
ち
は
分
か
ら

な
い
が
、
そ
う
い
え
ば
考
え

す
ぎ
て
つ
か
れ
て
い
る
犬
に

私
は
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。

そ
の
反
面
、
考
え
す
ぎ
て
そ

の
結
果
、
今
以
上
に
苦
し
ん

だ
り
つ
ら
い
思
い
を
す
る
人

間
は
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
考
え
る
こ
と
を
や
め
て

し
ま
っ
た
ら
、
う
れ
し
い
と

感
じ
る
気
持
ち
や
楽
し
い
と

思
う
出
来
事
も
な
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
に
思
う
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
は
、
時

に
笑
い
が
起
こ
っ
た
り
、
ヒ

ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
は
ら
は
ら

し
た
り
と
、
私
に
と
っ
て
初

め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

　

ふ
と
周
り
を
見
る
と
、
が

ん
ば
っ
て
発
言
し
て
い
る
生

徒
達
を
、
先
生
達
が
に
こ
に

こ
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
た
。

も
し
先
生
達
が
AI
だ
っ
た
ら
、

こ
の
風
景
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
一
つ
の
部
屋
に

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
一
つ

の
テ
ー
マ
で
笑
っ
た
り
怒
っ

た
り
…
。
な
ん
だ
か
、
考
え

る
と
い
う
こ
と
が
素
敵
に
思

え
た
一
日
だ
っ
た
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
６
か
月
）

の
に
、
い
つ
ま
で
も
ダ
ラ
ダ
ラ

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
お
こ
ら

れ
る
よ
。
で
も
そ
れ
は
、
み
ん

な
正
く
ん
に
立
っ
ぱ
な
人
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら
何
だ
よ
。
み
ん
な
正
く

ん
の
こ
と
が
大
好
き
で
大
事
な

ん
だ
よ
。」
…
分
か
る
よ
う
な
、

分
か
ら
な
い
よ
う
な
。「
で
も

や
っ
ぱ
り
、
お
こ
ら
れ
る
の
は

嫌
だ
な
ぁ
。」
と
言
っ
た
ら
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
わ
ら
い
ま
し

た
。「
で
も
大
事
な
こ
と
だ
か

ら
、
お
ぼ
え
て
い
て
ね
。」

　

こ
ん
な
風
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
何
回
も
「
男
ど
う
し
の

話
」
を
お
ふ
ろ
の
時
や
ね
る
時

の
ベ
ッ
ド
の
中
で
二
人
で
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
は
、き
っ
と
、

ず
っ
と
わ
す
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
最
高
の
夏
休
み

だ
っ
た
な
ぁ
。

　
　
　
　
（
滞
米
２
年
３
か
月
）

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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抽
選
で
Ｎ
Ｙ
市
の
賃
貸
住
宅
に
住
む
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
定
期
的
に
賃
貸
住
宅
の
抽

選
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
今
年
３
月
に
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ハ

ウ
ジ
ン
グ
・
コ
ネ
ク
ト
が
行
っ
た
抽
選
で
は
月
額
家
賃

が
３
０
０
０
ド
ル
前
後
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
ア
ス
ト
リ
ア
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
彫
刻
公
園
近
く
に
あ
る

８
階
建
て
住
宅
16
戸
を
対
象
と
し
た
抽
選
だ
っ
た
。

　

こ
の
建
物
に
は
51
戸
の
住
居
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
35

戸
は
市
場
価
格
の
物
件
。
残
り
の
16
戸
は
、
そ
の
地
域

の
平
均
所
得
の
１
３
０
％
を
上
限
と
す
る
所
得
層
向
け

に
確
保
さ
れ
た
。
2
戸
は
ス
タ
ジ
オ
タ
イ
プ
で
、
家
賃

は
月
額
３
０
６
９
ド
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大
2
人
の
入
居

者
向
け
と
な
っ
て
い
る
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
は
、

合
計
で
年
間
10
万
５
２
２
３
ド
ル
か
ら
16
万
１
５
９
０

ド
ル
の
収
入
が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

　

申
請
書
の
重
複
提
出
は
認
め
ら
れ
な
い
。
抽
選
に
つ

き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
送
で
申
請
で
き
る
の
は
1

通
の
み
。
2
通
以
上
提
出
し
た
場
合
は
失
格
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
要
注
意
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://housingconnect.nyc.gov/PublicW
eb/

）

を
参
照
。

（
写
真
提
供
・
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ
ネ
ク
ト
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
都
市
計

画
局
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
の
住
宅

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
全
域
で
新
築
さ
れ
た
住
宅
は

３
万
３
９
７
４
戸
だ
っ
た
。
こ

の
数
字
は
、１
９
６
５
年
以
来
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
1
年
間
に

完
成
し
た
住
宅
戸
数
の
最
高
記

録
と
な
っ
た
。

　

こ
の
大
量
の
住
宅
建
設

の
主
な
要
因
の
ひ
と
つ
は
、

２
０
２
２
年
6
月
15
日
に
終
了

し
た
４
２
１
ａ
減
税
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
期
限
切
れ
直
前
に
提
出
さ

れ
た
大
量
の
建
築
許
可
申
請
。

承
認
さ
れ
た
建
築
許
可
の
多
く

は
、
２
０
２
４
年
に
建
物
が
完

成
し
た
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
5
行
政
区

の
中
で
最
も
完
成
し
た
住
宅
数

が
多
く
、
１
万
３
７
３
２
戸
だ

っ
た
。
2
位
は
ク
イ
ー
ン
ズ
で

８
０
６
１
戸
。
つ
い
で
ブ
ロ
ン

ク
ス
（
６
５
２
６
戸
）、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
（
４
８
４
１
戸
）、

ス
タ
テ
ン
島
（
８
１
４
戸
）
と

続
く
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
が
行
政
区

の
中
で
最
も
多
く
の
住
宅
が
完

成
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
全
体
で
は
ク
イ
ー
ン
ズ
区

の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ

ィ
・
ハ
ン
タ
ー
ズ
ポ
イ
ン
ト

が
１
８
５
９
戸
で
最
多
と
な

っ
た
。
ハ
ン
タ
ー
ズ
ポ
イ
ン

新
築
住
宅
ラ
ッ
シ
ュ

Ｎ
Ｙ
で
１
９
６
５
年
以
来
最
多

ト
・
サ
ウ
ス
地
区
の
2
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
こ
の
完
成
戸

数
の
大
半
を
占
め
、
同
地
区
の

１
８
５
９
戸
の
う
ち
１
３
８
６

戸
を
占
め
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は

約
50
年
ぶ
り
に
住
宅
完
成

戸
数
が
最
多
と
な
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
許
可
を

受
け
た
新
築
住
宅
の
数
は

２
０
２
３
年
の
１
万
６
４
２
８

戸
か
ら
２
０
２
４
年
に
は

１
万
５
６
２
６
戸
へ
と
減
少
し

た
。
こ
れ
は
２
０
１
６
年
以
来

の
最
低
値
と
な
っ
た
。
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ア
メ
リ
カ
の
有
権
者
は
何
を

争
い
、
何
を
守
ろ
う
と
し
た
の

か
。
日
経
記
者
が
全
米
を
飛
び

回
っ
た
１
８
０
日
の
記
録
か

ら
、
ト
ラ
ン
プ
復
活
の
必
然
を

読
み
解
く
。
本
書
は
、
歴
史
的

前
例
の
な
い
と
形
容
さ
れ
た
米

大
統
領
選
挙
２
０
２
４
に
お
い

て
、
半
年
間
に
わ
た
り
全
米
で

取
材
を
進
め
た
日
経
記
者
に
よ

る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
だ
。

　

昨
年
夏
の
討
論
会
で
自
滅
し

た
バ
イ
デ
ン
氏
に
代
わ
り
、
急

遽
出
馬
を
決
意
し
た
副
大
統
領

の
ハ
リ
ス
氏
と
、
暗
殺
未
遂
の

凶
弾
か
ら
復
活
し
、
富
豪
イ
ー

ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
と
共
闘
し

た
ト
ラ
ン
プ
氏
。
本
書
で
は
、

大
統
領
選
に
お
け
る
ト
ラ
ン

プ
、
ハ
リ
ス
両
陣
営
の
戦
略
の

裏
側
を
読
み
解
く
と
と
も
に
、

１
０
０
０
人
を
超
え
る
ア
メ
リ

カ
の
有
権
者
の
「
生
の
声
」
を

集
め
、
熱
狂
と
諦
念
に
揺
れ
動

く
大
国
を
描
い
た
。

　

と
く
に
勝
敗
の
カ
ギ
を
握
る

と
さ
れ
た
Ｚ
世
代
や
激
戦
州
の

住
民
に
光
を
当
て
、
誰
が
、
何

を
感
じ
、
ど
う
動
い
た
の
か
、

そ
の
核
心
に
迫
っ
て
い
る
。
ポ

ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
影
響
や
、
デ
ー
タ
を
基
に
ト

ラ
ン
プ
氏
の
勝
因
も
分
析
し
、

過
去
に
例
を
見
な
い
大
統
領
選

挙
の
裏
側
を
探
っ
た
。

　

選
挙
戦
で
ハ
リ
ス
氏
は
「
民

主
主
義
の
保
護
」
を
訴
え
た
の

に
対
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
４

年
前
よ
り
生
活
は
良
く
な
っ
た

か
？
」
と
問
い
続
け
た
。
高
邁

な
理
念
よ
り
明
日
の
生
活
。
不

法
移
民
や
高
イ
ン
フ
レ
に
身
構

え
る
ア
メ
リ
カ
国
民
に
と
っ

て
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
問
い
か
け

が
最
終
的
に
心
に
刺
さ
っ
た
と

い
え
る
。ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、

日
本
や
欧
州
、
あ
る
い
は
ほ
か

の
多
く
の
地
域
で
も
、
伝
統
的

な
政
治
体
制
に
対
す
る
不
満
が

高
ま
り
続
け
て
い
る
。
問
題
の

所
在
や
解
決
方
法
を
一
見
分
か

り
や
す
く
示
し
て
く
れ
る
「
強

い
リ
ー
ダ
ー
」
を
求
め
る
傾
向

も
増
す
。
ア
メ
リ
カ
の
有
権
者

が
な
ぜ
ト
ラ
ン
プ
氏
を
選
ん
だ

の
か
、
対
抗
馬
だ
っ
た
ハ
リ
ス

氏
に
な
ぜ
背
を
向
け
た
の
か
―

―
。
そ
れ
を
知
る
こ
と
は
、
こ

う
し
た
政
治
情
勢
と
向
き
合
う

た
め
の
第
一
歩
と
な
る
。
欧
州

の
右
派
台
頭
の
機
運
の
中
で
、

ア
メ
リ
カ
国
民
の
選
択
の
是
非

を
問
う
時
間
は
し
か
し
あ
ま
り

に
も
長
い
。
た
か
が
４
年
、
さ

れ
ど
４
年
。
大
統
領
に
就
任
し

て
わ
ず
か
２
か
月
で
、
米
国
内

外
の
国
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
、

対
外
外
交
政
策
の
軌
道
修
正
が

極
め
て
猛
ス
ピ
ー
ド
で
行
わ
れ

て
い
る
。

　

折
し
も
、
ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー

チ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
巡
る
戦

争
終
結
へ
の
直
接
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
て
い
る
最
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
に
対
す
る
「
結
果
」
は

ま
だ
ど
れ
も
出
て
い
な
い
。
カ

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
に
対
す
る
関

税
制
裁
、
自
動
車
に
対
す
る
一

律
関
税
で
米
国
の
自
動
車
産
業

自
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
始
め
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
車

の
米
国
に
お
け
る
新
車
販
売
価

格
が
現
在
よ
り
も
４
０
０
０
ド

ル
か
ら
１
万
ド
ル
上
乗
せ
さ
れ

る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

　

連
邦
政
府
職
員
の
大
量
解
雇

に
至
っ
て
は
、
裁
判
所
が
相
次

い
で
決
定
差
し
止
め
判
決
を
し

て
い
る
が
、
争
い
を
最
高
裁
ま

で
持
ち
込
め
ば
、
全
員
が
共
和

党
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
息
が

か
か
っ
た
判
事
ば
か
り
で
大
統

領
令
は
ま
る
で「
国
王
の
厳
命
」

の
ご
と
き
絶
対
的
権
力
を
持
ち

始
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
国
民

は
自
ら
の
国
民
の
代
表
に
「
国

王
」
と
し
て
の
ス
ー
パ
ー
パ
ワ

ー
を
与
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
は
稀
有
の
天
才
か
、
は
た
ま

た
独
裁
者
か
。
米
国
民
の
判
断

は
正
し
か
っ
た
の
か
ー
。
任
期

４
年
の
間
に
何
が
起
こ
る
の
か

が
予
測
不
可
能
な
と
こ
ろ
が
最

大
の
不
安
要
因
だ
。　
（
三
浦
）

 米国民の選択は白か黒か
日本経済新聞社米州総局・編

日経 BP・刊

■楽園の楽園（伊坂幸太郎、中央公論新社）大規模停電、
強毒性ウイルスの蔓延、飛行機墜落事故などが立て続けに
発生し、世界は急速に混乱に陥った。すべての原因は謎の
人工知能『天軸』の暴走と考えられた。選ばれし３人は人
工知能の開発者が残したという巨大な樹の絵画『楽園』を
手掛かりに、暴走する『天軸』の所在を探る。■前を向き
たくても向けない人（加藤諦三、PHP新書）今までの人生
の中で悩みを抱えたとき、あなたはどのように処してきた
か。過去の不幸、不安な気持ちを理解して、心に受け入れ
ることで、感情をコントロールする方法を学ぶ一冊。人生
好転は「不幸を受け入れる」ことから始まる。■武士はつ
らいよ―江戸出府（稲葉稔、角川文庫）美園藩の徒目付・
夏目要之助に、またまた難題が。藩主の参勤交代に随行し
江戸に向かう途上、旅篭の宿賃を値切って回れというのだ。
大雨で川留めされる中、父が急に倒れたので一刻も早く帰
りたいおゆきを先に川越しさせようと、要之助は男気をみ
せる。笑いと人情の時代小説シリーズ第３弾。■ GAFAM
現役面接官が伝授する（アルフ、KADOKAWA）３つのビジョ
ンを明確にするだけで大手企業の面接はクリアできるよう
になる。企業への「貢献力」、スキルの「再現性」、今後の
伸びしろとしての「成長度」を明確にすること。GAFAM
の現役面接官が、大企業が求める人材や心動かされる回答
を導くためのノウハウを伝授する。■たまごだいすき（阿川佐和子・角田光
代ほか、中央公論新社）「タマゴは、復活のシンボルである」（玉村豊男）、「玉
子は一つの生命体である」（嵐山光三郎）、「生卵は、王様みたいだった」（西
加奈子）、「ゆでたまご」（向田邦子）等、唯一無二の食材たまごについての
多種多様なエッセイを収録。もっとたまごが好きになる、30人の作家によ
る読んで味わうアンソロジー。■レジデンス（小野寺史宜、角川文庫）湾岸
に立つ「湊レジデンス」は普通のマンションで、どこにでもいるような人が
普通の生活を送っている…、はずだった。事情を抱える４人の住人の行動が
繋がる時、最悪の絶望が生まれる。人間の悍ましい本性と残虐性が牙をむく。
錯綜する「衝動」と「本性」を描く、たった３日間の群像劇。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

謎
の
人
工
知
能
が
世
界
を
混
乱
に
陥
ら
せ
る
。
過
去
を
引
き
ず
る
人
の
深
層
心
理
。
笑

い
と
人
情
の
時
代
小
説
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
。
た

ま
ご
が
好
き
に
な
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
人
間
の
衝
動
と
本
性
を
描
く
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

大
き
く
成
長
す
る
に
つ
れ
他

の
兄
弟
と
の
違
い
が
際
立
っ
て

き
た
犬
の
ガ
ス
ト
ン
。
プ
ー
ド

ル
家
族
の
中
に
あ
っ
て
上
品
な

振
る
舞
い
を
す
る
の
に
苦
戦
し

て
い
ま
す
。
あ
る
日
、
公
園
で

ガ
ス
ト
ン
に
そ
っ
く
り
な
ブ
ル

ド
ッ
グ
の
家
族
に
出
会
い
、
取

り
違
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
発

覚
！
ガ
ス
ト
ン
は
ブ
ル
ド
ッ
ク

の
家
族
の
う
ち
の
１
匹
ア
ン
ト

ワ
ネ
ッ
ト
と
入
れ
替
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
子
犬
た
ち
は
自

分
の
鼻
と
心
に
従
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
ケ
リ
ー
・
デ
ィ
プ

ッ
キ
オ
に
よ
る
愛
ら
し
い
犬
の

物
語
。
Ｎ
Ｙ
マ
ガ
ジ
ン
「
小

さ
な
子
ど
も
に
贈
り
た
い
本

２
０
２
４
」
等
、
全
米
で
数
々

の
ベ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
選
ば
れ

た
、
家
族
の
あ
り
か
た
や
自

分
と
い
う
個
性
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
絵
本
。
日
本

語
で
読
む
な
ら
『
ガ
ス
ト
ン
』

（
講
談
社
）。
姉
妹
本
と
し
て

『Antoinette 

：Gaston and 
Friends

（
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト　

わ
た
し
の
た
い
せ
つ
な
さ
が
し

も
の
）』も
あ
る
。　
　
（
高
田
）

犬
の
目
線
で
家
族
を
考
え
る

 『Gaston』
Written by Kelly DiPucchio
Published by Atheneum Books

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://ishitanihealth.com/v
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春
は
気
温
や
湿
度
の
変
化
が

大
き
く
、
花
粉
や
紫
外
線
の
影

響
も
強
ま
る
季
節
。こ
の
時
期
、

多
く
の
人
が「
春
の
ゆ
ら
ぎ
肌
」

と
呼
ば
れ
る
肌
ト
ラ
ブ
ル
を
経

験
し
ま
す
。
肌
の
バ
リ
ア
機
能

が
低
下
し
、
乾
燥
や
赤
み
、
か

ゆ
み
な
ど
が
現
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
春
の
ゆ
ら
ぎ
肌
の
主
な

原
因
は
、
①
気
温
・
湿
度
の
変

化 

②
花
粉
・
ほ
こ
り
の
付
着 

③
紫
外
線
量
の
急
増 

の
3
つ

で
す
。
寒
暖
差
や
湿
度
の
変
動

に
よ
り
肌
の
水
分
バ
ラ
ン
ス
が

乱
れ
、
乾
燥
と
皮
脂
の
過
剰
分

泌
が
同
時
に
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
春
は
花
粉
や

ほ
こ
り
が
多
く
、
肌
に
付
着
す

る
と
炎
症
を
引
き

起
こ
し
、
か
ゆ
み

や
吹
き
出
物
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
冬
の
間

に
弱
っ
た
肌
が
春

先
の
強
い
紫
外
線

の
影
響
を
受
け
、

シ
ミ
や
く
す
み
、

乾
燥
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。
こ

う
し
た
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
に
は
、
基
礎
化
粧
品
の

見
直
し
が
重
要
で
す
。
特
に
お

す
す
め
な
の
が
、
日
本
発
の
ス

キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド 

「
ソ
フ
ィ

ス
タ
ン
ス
」。
ソ
フ
ィ
ス
タ
ン

ス
は
、
米
ぬ
か
発
酵
エ
キ
ス
や

柚
子
エ
キ
ス
な
ど
の
天
然
由
来

成
分
を
配
合
し
、
肌
の
バ
リ
ア

機
能
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
水

分
量
を
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。
発

酵
の
力
で
低
分
子
化
さ
れ
た
美

容
成
分
が
角
質
層
ま
で
浸
透

し
、
敏
感
肌
を
整
え
、
健
康
的

な
肌
へ
導
き
ま
す
。
特
に
人
気

な
の
が
、
保
湿
美
容
液
と
ク
リ

ー
ム
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
繊

細
肌
・
敏
感
肌
セ
ッ
ト
」。
春

の
ゆ
ら
ぎ
や
す
い
肌
を
し
っ
か

り
保
湿
し
な
が
ら
整
え
る
こ
と

で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ

ま
す
。
さ
ら
に
、
当
サ
ロ
ン
で

は
「
ソ
フ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
の
ロ

ー
ン
チ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

ア
メ
リ
カ
国
内
で
も
皆
さ
ま
に

ご
紹
介
で
き
る
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。
春
の
ス
キ
ン
ケ
ア
を

見
直
し
、
揺
ら
ぎ
に
く
い
肌
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
のYukie 

Natori New York Salon 

＆ 
Spa　

代
表
。
東
京
、
銀
座
で

ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
し
日

米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ

ル
な
美
を
提
供
し
て
い
る
。

春
に
大
切
な
お
肌
の
手
入
れ

Photo: Peter Bardazzi

　

午
前
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で

か
ら
数
時
間
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

向
か
っ
て
仕
事
に
没
頭
し
、
午

後
は
出
か
け
た
り
ジ
ム
で
運
動

し
た
り
し
て
気
分
転
換
。
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
・
茂
木
麻
予
さ
ん
の

日
常
は
週
末
も
変
わ
ら
な
い
。

　

こ
の
た
び
、
姫
路
文
学
館
主

催 

「
第
10
回 

藤
原
正
彦
エ
ッ

セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
一
般
部

門
で
最
新
作
「
地
下
鉄
の
ク
リ

ス
マ
ス
」
が
応
募
数
６
０
４
点

の
中
か
ら
佳
作
入
賞
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夜
に
地
下
鉄

で
体
験
し
た
数
分
の
出
来
事
を

丁
寧
に
描
写
し
た
心
温
ま
る
作

品
だ
。「
授
賞
式
に
出
席
し
ま

す
と
言
っ
た
ら
驚
か
れ
た
の
で

す
が
、
私
に
と
っ
て
は
選
者
や

他
の
受
賞
者
に
会
え
る
の
は
自

分
へ
の
ご
褒
美
」
と
、
１
月
19

日
に
行
わ
れ
た
授
賞
式
に
駆
け

つ
け
た
。

　

立
命
館
大
学
で
考
古
学
修
士

号
を
取
得
し
て
専
門
業
務
に
就

い
た
り
も
し
た
が
、
２
０
１
３

年
に
渡
米
し
て
心
機
一
転
、
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
に
転
身
し
た
。「
実

は
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
始
め
た
の

は
英
語
な
ん
で
す
」。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
英
語
学
校
で
教
え
て

い
た
随
筆
家
の
講
義
で
書
き
始

め
た
。
間
を
置
か
ず
し
て
日
本

語
で
も
書
き
始
め
、
文
芸
誌

「
タ
ビ
ノ
コ
ト
バ
」（
現
在
休
刊
）

の
常
連
作
家
に
。
２
０
２
０
年

に
は
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館

主
催
「
風
花
随
筆
文
学
賞
」
に

応
募
し
た
「
本
の
お
う
ち
」
で

優
秀
賞
・
福
井
仁
愛
学
園
賞
を

受
賞
、
今
回
は
そ
れ
に
次
ぐ
受

賞
と
な
っ
た
。

　

英
語
エ
ッ
セ
イ
は
、
ウ
ェ
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
文
芸
誌
「AND 

THEN

」
に
も
数
本
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
英
語
の
エ
ッ
セ
イ

は
人
格
が
変
わ
る
ぐ
ら
い
違
い

ま
す
。
日
本
語
は
日
本
人
と
し

て
日
本
人
向
け
に
日
本
文
化
の

脈
絡
の
中
で
書
い
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
英
語
の
場
合
は
自
由

な
の
で
人
格
が
で
こ
ぼ
こ
し
た

感
じ
に
な
る
」
と
笑
う
。
直
訳

は
で
き
な
い
ら
し
い
。
最
近
は

日
本
語
が
中
心
に
な
り
つ
つ
も

英
語
で
も
書
い
て
い
る
。

　

新
潟
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
作

文
が
得
意
だ
っ
た
が
物
書
き
を

夢
見
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本

は
読
む
だ
け
で
な
く
棚
の
本
を

出
し
入
れ
し
た
り
並
べ
替
え
た

り
す
る
の
も
大
好
き
な
少
女

で
、
６
年
生
の
時
は
図
書
委
員

長
に
。「
枕
元
に
は
朝
用
の
本

が
あ
っ
て
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん

で
、
入
浴
の
時
に
は
ち
ょ
っ
と

暗
い
話
、
寝
る
前
も
別
の
本
。

読
書
は
歯
磨
き
す
る
よ
う
な
生

活
の
一
部
」
と
、
最
後
に
少
し

は
に
か
み
な
が
ら
規
則
正
し
い

日
常
の
一
端
を
話
し
て
く
れ

た
。　
　
　
　
（
小
味
か
お
る
）

読
書
と
執
筆
の
規
則
正
し
い
毎
日

エッセイスト

茂木麻予 さん

http://jmart-usa.com/en/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
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近
未
来
、
人
間
が
宇
宙
の

惑
星
を
移
住
先
と
し
て
考
え

る
時
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

人
口
増
加
で
地
球
上
に
人
間

が
溢
れ
る
。
天
災
、気
候
変
動
、

伝
染
病
な
ど
で
地
球
が
も
は

や
人
間
が
居
住
す
る
場
所
と

し
て
は
適
さ
な
く
な
る
。
そ

れ
と
も
単
に
リ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
別
荘
地
を
求
め
て
も

あ
り
だ
。

　

し
か
し
、
生
活
環
境
は
変

わ
っ
て
も
権
力
、
貧
富
の
差

な
ど
社
会
構
造
に
そ
れ
ほ
ど

の
変
化
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
を
テ
ー
マ
に
「
パ
ラ
サ

イ
ト　

半
地
下
家
族
」
の
ポ

ン
・
ジ
ュ
ノ
監
督
が
シ
ュ
ー

ル
な
Ｓ
Ｆ
ブ
ラ
ッ
ク
コ
メ
デ

ィ
ー
を
作
り
だ
し
た
。
原
作

は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
シ
ュ
ト

ン
の
「Mickey7

」。

　

主
人
公
ミ
ッ
キ
ー
に
は

「Twilight

」
シ
リ
ー
ズ
で

ブ
レ
イ
ク
し
た
後
「Good 

Times

」「The Lighthouse

」

な
ど
か
な
り
個
性
的
な
役
柄

を
選
ん
で
活
動
す
る
ロ
バ
ー

ト
・
パ
テ
ィ
ン
ソ
ン
。
本
作

で
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
ヨ
レ
ヨ
レ

の
ミ
ッ
キ
ー
に
挑
戦
す
る
。

共
演
は
マ
ー
ク
・
ラ
フ
ァ
ロ
、

ト
ニ
・
コ
レ
ッ
ト
ら
。

　

何
を
や
っ
て
も
失
敗
し
人

生
に
失
望
し
た
ミ
ッ
キ
ー
は

あ
る
惑
星
が
人
間
に
と
っ
て

生
活
可
能
か
ど
う
か
を
調
査

す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す

る
。
職
種
は
「
何
度
で
も
生

ま
れ
変
わ
れ
る
お
仕
事
」
と

い
う
あ
や
し
い
も
の
。

　

つ
ま
り
、
惑
星
の
環
境
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
モ
ル

モ
ッ
ト
で
空
気
、
水
、
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
人
体
実
験
だ
。

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
り
血

を
吐
い
て
あ
っ
け
な
く
死
ん

で
も
、
ミ
ッ
キ
ー
の
ク
ロ
ー

ン
が
す
ぐ
に
出
来
上
が
る
シ

ス
テ
ム
。
し
か
も
ち
ゃ
ん
と

記
憶
は
継
承
さ
れ
る
。
死
ん

で
も
生
き
返
る
、
と
思
え
ば

少
し
は
安
心
だ
が
、
死
に
至

る
過
程
は
気
持
ち
い
い
も
の

で
は
な
い
。

　

ミ
ッ
キ
ー
が
17
回
生
ま
れ

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
起
こ
る
。
岩
穴
に
落

下
し
て
死
ん
だ
と
思
わ
れ
た

ミ
ッ
キ
ー
が
生
還
し
、
す
で

に
出
来
上
が
っ
て
い
た
18
番

目
と
対
面
し
た
の
だ
。
こ
こ

か
ら
、
使
い
捨
て
に
さ
れ
続

け
て
き
た
ミ
ッ
キ
ー
が
覚
醒

し
、
惑
星
植
民
地
化
計
画
が

大
き
く
変
わ
り
だ
す
。

　

原
作
は
「
7
」
だ
が
映
画

の
方
は
「
17
」
と
そ
れ
だ
け

ミ
ッ
キ
ー
の
体
験
・
実
験
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
証
拠
。
意

表
を
突
く
の
は
惑
星
の
先
住

生
物
ク
リ
ー
パ
ー
。「
風
の
谷

の
ナ
ウ
シ
カ
」
の
オ
ー
ム
そ

っ
く
り
で
ポ
ン
・
ジ
ュ
ノ
監

督
の
宮
崎
駿
監
督
へ
の
オ
マ

ー
ジ
ュ
だ
。2
時
間
17
分
。Ｒ
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　   　
（
明
）

Mickey 17

 Photo : W
arner Bros. Pictures

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

未
来
へ
の
扉
を
あ
け
よ
う

 ■上映館■
Regal Times Square

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC 34th Street 14

312 W. 34th　St.

ミッキー 17と 18が対面

　

日
本
ク
ラ
ブ
企
画
展
「
ニ
ッ

ポ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
物
語

ー
ア
メ
リ
カ
人
が
ニ
ッ
ポ
ン
と

呼
ん
で
愛
し
た
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
」
が
、
28
日
（
金
）
か
ら
4

月
24
日
（
木
）
ま
で
、
7
階
日

本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
）に
て
開
催
す
る
。

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
ア

メ
リ
カ
へ
輸
出
さ
れ
た
約
50
点

の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
と
数
点
の

セ
ッ
ト
を
展
示
し
、
当
時
の
職

人
た
ち
の
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
の

工
夫
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の

人
々
を
魅
了
し
た
背
景
に
迫

る
。美
し
い
カ
ッ
プ
を
通
し
て
、

日
米
の
文
化
交
流
の
歴
史
を
垣

間
見
れ
る
展
示
会
。入
場
無
料
。

開
廊
時
間
は
月
〜
金
曜
が
午
前

10
時
か
ら
午
後
６
時
、
土
曜
は

午
後
５
時
ま
で
。
日
曜
休
廊
。

　

ま
た
、
29
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

で
は
、
同
展
監
修
の
井
谷
善
惠

博
士
＝
写
真
＝
と
と
も
に
作
品

を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
日
本
の
磁

器
が
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初

頭
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
市
場
で

ど
の
よ
う
に
広
ま
り
、
愛
さ

れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
を
解

説
す
る
。
参
加
費
無
料
。
希

望
者
は
Ｅ
メ
ー
ル gallery@

nipponclub.org

ま
で
申
し
込

む
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nipponclub.
org

を
参
照
。

日本製コーヒーカップ
米
国
で
愛
さ
れ
た
歴
史

日
本
ク
ラ
ブ
で
展
示
と
講
演

https://www.cosmeproud.com
https://www.eventbrite.com/e/the-inaugural-emilio-ambasz-lecture-kengo-kuma-tickets-1274765360509?aff=oddtdtcreator
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.nipponclub.org
https://www.youtube.com/watch?si=jgyZ4DMCv-jiXI72&v=osYpGSz_0i4&feature=youtu.be



